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解
題

キ
ム

ヨ
チ
ヨ
ル

こ
こ
に
紹
介
す
る
『
家
伝
』
の
著
者
、
金
（
脇
田
）
如
鉄
は
、
近
世
初
頭
、
加

賀
藩
に
お
い
て
活
躍
し
た
一
「
渡
来
朝
鮮
人
」
で
あ
る
。

イ
ム
ジ
ン

如
鉄
と
日
本
と
の
関
係
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
侵
略
（
壬
辰
倭
乱
、
日

本
側
で
は
文
禄
の
役
）
に
始
ま
る
。
ソ
ウ
ル
陥
落
（
一
五
九
二
）
の
後
、
宇
喜
多

秀
家
の
捕
虜
と
な
っ
た
七
歳
の
孤
児
は
、
肥
前
名
護
屋
か
ら
岡
山
（
秀
家
居
城
）

を
経
て
、
翌
文
禄
二
年
に
は
金
沢
に
送
ら
れ
た
。
秀
家
夫
人
の
お
豪
が
、
前
田

利
家
の
第
四
女
で
あ
っ
た
縁
に
よ
る
と
い
う
。

前
田
利
長
（
利
家
長
男
）
の
傍
ら
で
成
長
し
た
如
鉄
は
、
九
兵
衛
と
称
し
、
俸

緑
二
百
三
十
石
を
得
て
近
習
奉
公
を
続
け
た
が
、
や
が
て
藩
士
脇
田
重
俊
の
娘

と
結
婚
し
、
「
脇
田
直
賢
」
と
し
て
一
家
を
構
え
て
い
る
。
利
長
残
後
は
利
常
に

仕
え
、
大
坂
夏
の
陣
で
戦
功
を
た
て
た
。
し
か
し
正
当
に
評
価
さ
れ
ぬ
ま
ま
琶

屈
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
寛
永
年
間
の
恩
賞
見
直
し
で
五
百
七
十
石

を
加
増
さ
れ
、
一
挙
に
千
石
を
食
む
身
と
な
っ
た
。
こ
の
後
は
、
御
使
番
、
三

箇
国
御
算
用
場
奉
行
、
御
小
姓
頭
、
公
事
場
奉
行
、
金
沢
町
奉
行
等
の
要
職
を

歴
任
し
て
い
る
。
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
七
月
、
七
十
五
歳
を
以
て
残
し
た
。

直
賢
は
藩
の
吏
僚
と
し
て
有
能
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
文
芸
方
面
に
も

〔
資
料
〕

家
伝

ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ

優
れ
た
才
能
を
発
揮
し
て
い
る
。
連
歌
は
加
賀
に
お
い
て
能
順
以
前
の
第
一
任

者
と
い
わ
れ
、
ま
た
源
氏
物
語
切
紙
伝
授
や
古
今
伝
授
を
受
け
る
な
ど
、
多
彩

な
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
よ
、
フ
な
異
能
は
彼
が
自
負
す
る
通
り
、
「
作
文
の
家
」

に
育
っ
た
こ
と
に
、
多
く
を
負
う
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
如
鉄
に
よ
れ
ば
、
そ

の
父
・
金
時
省
は
翰
林
学
士
）
。
戦
乱
に
明
け
暮
れ
た
日
本
の
武
将
と
は
異
な
っ

て
、
朝
鮮
両
班
層
の
文
化
水
準
は
高
い
も
の
が
あ
っ
た
。
無
論
、
彼
の
朝
鮮
人

と
し
て
の
誇
り
は
、
終
生
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
晩
年

に
退
隠
・
入
道
し
た
直
賢
が
、
「
名
ノ
ミ
ム
カ
シ
ニ
カ
ヘ
リ
」
、
「
如
鉄
」
と
称
し

た
こ
と
に
端
的
に
表
れ
て
い
よ
、
フ
。

本
書
は
、
数
奇
な
一
生
を
送
っ
た
如
鉄
が
、
死
に
臨
ん
で
子
孫
に
書
き
残
し

チ
ヨ
ン
ユ
ウ

た
自
叙
伝
で
あ
る
。
彼
は
も
と
も
と
、
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
で
日
本
に
連
行
さ

れ
、
残
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
「
渡
来
朝
鮮
人
」
の
一
人
で
あ
っ
た
。
か
か
る

人
物
が
日
本
の
近
世
的
「
秩
序
」
の
な
か
に
、
ど
の
よ
う
に
包
摂
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
彼
を
受
け
入
れ
、
「
共
生
」
し
て
い
っ
た
そ
の
社
会
と
は
、
い
か
な
る
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
日
本
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
生
を
送
っ
た
多
数
の
捕
虜
の
な

か
で
、
如
鉄
の
境
遇
は
特
殊
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な

問
題
を
考
え
る
上
で
、
有
益
な
一
視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

笠
井

純

一

一
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だ
が
、
盛
昌
の
著
作
『
漸
得
雑
記
付
録
』
（
加
越
能
文

由
来
記
」
に
昌
成
は
見
え
ず
、
ま
た
森
田
家
に
伝
わ
っ

に
調
査
し
て
頂
い
た
が
、
昌
成
は
現
れ
な
い
と
い
、
フ
。

成
立

本
書
は
万
治
三
年
正
月
、
如
鉄
が
二
人
の
子
息
（
平
丞
・
小
平
）
に
宛
て
て
記

し
た
形
態
を
と
る
が
、
末
尾
に
「
筆
者
」
と
し
て
「
森
田
庄
九
郎
昌
成
」
の

署
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
昌
成
は
恐
ら
く
は
老
眼
の
如
鉄
を
扶
け
て
本
書
を
筆

録
し
た
、
著
者
に
極
め
て
近
し
い
人
物
で
あ
ろ
う
。

こ
の
筆
者
の
名
は
、
幕
末
明
治
期
の
郷
土
史
研
究
に
優
れ
た
業
績
を
残
し
た

森
田
柿
園
（
平
次
、
良
見
）
の
祖
、
「
盛
昌
」
に
良
く
似
て
い
る
が
、
系
譜
は
不
明

で
あ
る
。
万
治
三
年
は
、
盛
昌
（
一
六
六
七
～
一
七
三
二
）
よ
り
一
世
代
以
上
前

だ
が
、
盛
昌
の
著
作
『
漸
得
雑
記
付
録
』
（
加
越
能
文
庫
所
蔵
）
所
収
の
「
先
祖

由
来
記
一
に
昌
成
は
見
え
ず
、
ま
た
森
田
家
に
伝
わ
る
系
譜
類
も
御
子
孫
の
方

し
か
し
、
同
家
所
蔵
の
「
長
町
森
田
家
系
図
」
（
盛
昌
と
同
祖
の
別
家
）
に
は
、

脇
田
家
の
人
々
が
現
れ
る
（
以
上
、
柿
園
の
曾
孫
に
あ
た
ら
れ
る
鈴
木
雅
子
氏

の
御
教
示
に
よ
る
）
。
そ
の
一
部
を
左
に
略
記
し
よ
う
。

（
四
代
）

馬
左
衛
門
長
次

（
慶
長
四

能
美
郡
小

生
寛
文

三
郎
四
郎
は
『
家
伝
』
に
も
、

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
一
）

へ

（
五
代
）

小
左
衛
門
衛
長
（
寛
永
二
生
元
禄
十
段
）

女
子
、
鍋
（
御
馬
廻
組
、
脇
田
三
郎
四
郎
妻
）

ｂ
、
「
利
常
卿
近
習
之
奉
公
一
廉
可
有
御
取
立
所
、

左
助
長
貞
（
寛
永
十
二
生
元
禄
十
残
）
‐

妻
、
小
松
御
馬
廻
組
、
脇
田
助
左
衛
門
娘
）

情
三
郎
長
定
（
寛
永
五
生
寛
文
十
二
段
）

○
ｌ
女
子
（
脇
田
弥
三
左
衛
門
妻
）

早
世
、
不
便
残
念
ノ
至
り
也
」
と
記
さ
れ
る
如
鉄
の
次
男
で
あ
る
。
ま
た
「
脇

田
助
左
衛
門
・
脇
田
弥
三
左
衛
門
」
は
脇
田
家
の
系
図
（
金
沢
市
立
図
書
館
蔵

『
諸
士
系
譜
』
に
よ
る
）
に
は
現
れ
な
い
が
、
「
助
右
衛
門
・
弥
三
右
衛
門
」
な

ら
ば
重
俊
の
子
息
（
如
鉄
の
妻
の
弟
）
と
そ
の
孫
に
お
り
、
年
代
・
代
数
と
も
「
長

町
森
田
家
系
図
」
と
略
々
符
合
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
長
町
森
田
家
と
如
鉄
家
と
は
重
縁
で
結
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
く
、
「
昌
成
」
も
あ
る
い
は
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
か
と
考
え
て
お
き
た
い
。

な
お
『
御
夜
話
集
』
上
巻
に
収
め
る
『
拾
墓
名
言
記
』
（
加
賀
能
登
郷
土
図
書

叢
刊
、
二
七
二
頁
）
に
は
「
森
田
少
九
郎
」
が
見
え
る
が
、
「
昌
成
」
か
否
か
は

詳
ら
か
で
な
い
。諸

本
お
よ
び
そ
の
系
譜

本
書
は
、
日
置
謙
編
『
加
能
郷
土
辞
彙
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
若
干
の
連
歌
（
発
句
）
が
載
録
さ
れ
る
た
め
、
か
つ
て
国
文
学
研
究

者
に
着
目
さ
れ
、
部
分
的
に
は
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
棚
町
知
彌
・
鶴

崎
裕
雄
・
木
越
隆
三
編
『
白
山
万
句
』
、
白
山
比
曄
神
社
、
一
九
八
五
・
五
刊
）
。

し
か
し
、
諸
本
の
校
合
を
ふ
ま
え
た
全
文
の
紹
介
と
、
内
容
の
史
学
的
検
討
は

未
着
手
の
ま
ま
で
あ
る
。

さ
て
、
筆
者
が
知
り
得
た
本
書
の
写
本
は
、
次
の
五
種
で
あ
る
。

①
、
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
『
家
伝
』

（
架
蔵
番
号
二
三
三
全
巴

②
、
同
館
加
越
能
文
庫
蔵
『
松
雲
公
採
集
遣
編
類
纂
』
所
収

『
脇
田
家
伝
書
』
（
架
蔵
番
号
展
・
塞
巨
謡
苣
）

③
、
同
館
加
越
能
文
庫
蔵
『
脇
田
家
伝
書
』
（
青
罫
紙
写
本
）

（
架
蔵
番
号
屋
・
詮
孟
巴

一
一
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④
、
同
館
加
越
能
文
庫
蔵
『
続
漸
得
雑
記
』
（
青
罫
紙
写
本
）
所
収

『
脇
田
家
伝
書
』

（
架
蔵
番
号
屋
．
孟
孟
）

⑤
、
石
川
県
立
図
書
館
蔵
『
続
漸
得
雑
記
』
（
森
田
良
郷
自
筆
）
所
収

『
脇
田
家
伝
書
』

（
森
田
家
文
庫
９
箱
）

以
下
、
諸
本
の
形
状
等
を
述
べ
、
若
干
の
考
察
を
付
し
て
お
こ
う
（
こ
こ
で

は
次
の
略
称
を
用
い
る
。
①
金
沢
市
立
図
書
館
本
／
②
『
松
雲
公
採
集
遣
編
類

纂
』
本
／
③
加
越
能
文
庫
青
罫
紙
本
／
④
『
続
漸
得
雑
記
』
本
／
⑤
森
田
良
郷

自
筆
本
）
。

①
．
金
沢
市
立
図
書
館
本

内
題
「
家
伝
」
。
外
題
「
如
鉄
家
伝
記
」
。
薄
茶
表
紙
。
墨
付
一
九
枚
。

一
丁
片
面
二
行
。
袋
綴
。
二
三
×
一
六
・
五
叩

発
句
や
書
状
の
引
用
箇
所
以
外
は
、
カ
タ
カ
ナ
混
り
の
文
で
記
し
、
年
号
・

地
名
・
人
名
・
書
名
食
官
職
名
に
は
傍
線
を
朱
引
し
、
発
句
に
は
朱
合
点
を
施

し
て
い
る
。
な
お
全
般
的
に
や
や
古
風
な
表
記
が
見
ら
れ
る
の
が
特
色
で
あ
る

（
例
え
ば
「
秀
家
卿
之
手
二
檎
」
な
ど
）
。

末
尾
に
次
の
奥
書
が
あ
る
。

元
書
吉
田
氏

右
、
宝
暦
十
二
歳
次
壬
午
夏
五
月
旬
二
烏
蔦
之
畢
某
之
持
本
也

邑
巷
軒
蒙
鳩
子
記
之

『
六
月
朔
日
校
合
朱
引
済
』

右
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
五
月
十
二
日
、
「
邑
巷
軒
蒙
鳩
子
」

が
「
吉
田
氏
某
」
の
所
蔵
本
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
邑
巷
軒
蒙
鳩
子
」

に
は
『
国
事
昌
披
問
答
』
『
博
伽
雑
談
』
等
の
著
作
が
あ
る
が
、
そ
の
本
名
に

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

つ
い
て
は
二
説
あ
っ
て
定
か
で
は
な
い
。
湯
浅
祗
庸
は
加
賀
藩
の
御
麿
匠
丹
羽

惣
兵
衛
と
し
、
森
田
柿
園
は
丹
羽
四
郎
左
衛
門
（
惣
兵
衛
の
子
孫
）
に
比
定
し
て

い
る
（
『
加
能
郷
土
辞
彙
』
の
「
国
事
昌
披
問
答
」
項
に
よ
る
）
。

「
吉
田
氏
某
」
に
つ
い
て
の
確
た
る
手
掛
り
は
な
い
が
、
あ
る
い
は
『
混
見

摘
爲
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、
吉
田
守
尚
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
混
見
摘

嶌
』
の
筆
録
は
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
二
か
ら
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
ま
で
の

長
期
に
渉
る
が
、
①
の
筆
写
年
代
も
こ
の
期
間
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
『
混

見
摘
爲
』
巻
一
二
に
収
め
る
脇
田
九
兵
衛
関
係
記
事
に
は
、
①
特
有
の
古
風
な

表
現
（
先
述
の
「
檎
」
な
ど
）
が
散
見
し
、
守
尚
が
こ
の
本
を
所
持
し
て
い
た
可

能
性
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

さ
ら
に
筆
者
は
、
守
尚
が
藩
士
「
伴
八
矢
」
の
与
力
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
守
尚
の
主
家
（
五
千
石
）
は
代
々
八
矢
を
名
乗
る
が
、
そ
の
祖
「
八
矢

長
正
」
（
長
之
）
は
大
坂
夏
の
陣
に
お
い
て
、
如
鉄
同
様
、
槍
の
武
功
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
如
鉄
に
と
っ
て
は
恩
人
と
も
い
う
べ
く
、
そ
の
証
言
な
く
し
て
は
破
格

の
「
御
加
増
」
も
望
み
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
両
家
の
関
係
で
あ
れ
ば
、

如
鉄
の
自
伝
が
八
矢
家
に
伝
わ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
そ
の
与
力

守
尚
も
ま
た
、
本
書
に
接
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
写
本
①
は
、
金
沢
市
立
図
書
館
が
一
九
三
九
年
十
一
月
十
日
に
購
入
し

た
も
の
だ
が
（
受
入
番
号
一
七
○
○
二
、
原
蔵
者
等
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
後

述
の
通
り
、
森
田
良
郷
・
柿
園
の
父
子
は
『
家
伝
』
に
深
い
関
心
を
寄
せ
た
が
、

①
は
披
閲
し
て
い
な
い
模
様
で
あ
る
。

②
．
『
松
雲
公
採
集
遣
編
類
蟇
』
本

標
題
「
脇
田
家
伝
書
」
。
『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
墓
』
巻
一
八
八
所
収
。

墨
付
三
四
枚
。
一
丁
片
面
八
行
。
袋
綴
。
二
三
・
五
×
一
七
・
三
叫

一
一
一
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全
体
を
通
し
て
ひ
ら
が
な
混
り
の
、
写
本
①
よ
り
は
こ
な
れ
た
和
風
の
文
体

で
表
記
さ
れ
る
（
例
え
ば
「
秀
家
卿
乃
手
に
と
り
子
と
な
る
」
な
ど
）
。
ま
た
、

①
よ
り
頻
繁
に
、
「
一
つ
書
」
を
も
っ
て
文
章
を
区
切
っ
て
お
り
、
①
と
は
別

系
統
の
写
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
跡
は
森
田
柿
園
の
も
の
だ
が
奥
書
は
な

い
。
末
尾
に
富
田
景
周
撰
「
脇
田
直
能
伝
」
、
お
よ
び
湯
浅
祗
庸
識
語
の
あ
る

「
脇
田
略
系
譜
」
を
付
す
。

③
、
加
越
能
文
庫
青
罫
紙
本

内
題
・
外
題
と
も
「
脇
田
家
伝
害
」
。
界
高
一
九
叩
の
青
罫
紙
に
書
写
。

墨
付
一
八
枚
。
一
丁
片
面
一
三
行
。
袋
綴
。
二
三
・
五
×
一
七
・
三
皿

写
本
②
と
同
様
の
文
体
で
表
記
さ
れ
、
頻
繁
に
「
一
つ
書
」
で
区
切
る
の
も

同
様
で
あ
る
。
奥
書
は
な
い
が
、
行
間
、
上
部
余
白
に
別
筆
で
多
数
の
書
入
れ

（
朱
書
）
が
施
さ
れ
、
「
イ
本
」
と
の
校
合
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
書
写
年
代
は

不
明
だ
が
、
料
紙
は
明
治
初
期
に
前
田
家
編
輯
方
で
用
い
ら
れ
た
罫
紙
で
あ
る

（
金
沢
市
立
図
書
館
に
お
い
て
御
教
示
を
受
け
た
）
。

④
．
『
続
漸
得
雑
記
』
本

標
題
「
脇
田
家
伝
書
」
。
『
続
漸
得
雑
記
』
第
廿
七
冊
（
巻
第
舟
五
）
所
収
。

界
高
二
○
ｍ
の
青
罫
紙
に
書
写
。
墨
付
一
二
枚
。
一
丁
片
面
一
三
行
。
袋

綴
。
二
三
・
五
×
一
七
・
二
叫

文
体
、
「
一
つ
書
」
は
写
本
②
．
③
と
同
様
で
あ
る
。
奥
書
・
書
入
れ
と
も

認
め
ら
れ
な
い
。
料
紙
は
写
本
③
と
は
異
な
る
青
罫
紙
で
あ
る
が
、
や
は
り
前

田
家
編
輯
方
の
用
簔
と
い
う
（
『
加
越
能
文
庫
解
説
目
録
』
に
よ
る
）
．

な
お
『
続
漸
得
雑
記
』
は
、
柿
園
の
父
森
田
良
郷
（
一
七
九
○
～
一
八
五
七
）

が
、
文
政
か
ら
没
年
ま
で
に
蒐
録
し
た
も
の
だ
が
、
④
は
恐
ら
く
、
そ
の
原
本

（
次
項
⑤
参
照
）
か
ら
筆
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

以
上
の
粗
描
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
家
伝
』
写
本
に
は
大
別
し
て
二

つ
の
系
統
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
は
写
本
①
の
系
統
で
あ
り
、
第
二
は
写
本
②

．
③
．
④
．
⑤
の
属
す
る
そ
れ
で
あ
る
。
以
下
で
は
前
者
を
「
甲
類
」
、
後
者

を
「
乙
類
」
と
呼
ん
で
区
別
し
た
い
・

乙
類
の
諸
本
の
中
で
、
最
も
書
写
年
代
が
古
い
も
の
は
、
写
本
⑤
で
あ
る
。

そ
し
て
『
続
漸
得
雑
記
』
写
本
に
収
録
さ
れ
た
④
は
勿
論
の
こ
と
、
柿
園
の
筆

写
し
た
②
や
、
前
田
家
編
集
方
（
柿
園
も
関
与
し
た
）
に
よ
る
③
も
、
写
本
⑤
の

系
譜
を
直
接
に
引
く
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
乙
類
写
本
は
森
田
父
子
の
郷
土
史

研
究
の
営
み
の
な
か
で
、
発
掘
・
転
写
さ
れ
た
諸
本
で
あ
る
と
い
っ
て
差
支
え

な
か
ろ
う
（
書
名
「
脇
田
家
伝
書
」
も
、
良
郷
が
付
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
）
。

こ
れ
に
対
し
、
甲
類
①
は
、
森
田
父
子
に
よ
っ
て
特
に
参
照
さ
れ
た
形
跡
も

な
く
、
孤
立
し
た
存
在
で
あ
る
。
た
だ
写
本
③
に
施
さ
れ
た
、
書
入
れ
（
朱
）
の

「
イ
本
」
は
、
乙
類
で
は
な
く
甲
類
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
は
例
え

⑤
．
森
田
良
郷
自
筆
本

標
題
「
脇
田
家
伝
書
」
。
『
続
漸
得
雑
記
』
第
舟
五
冊
（
巻
第
冊
五
）
所
収
。

墨
付
一
七
枚
。
一
丁
片
面
一
三
行
。
袋
綴
。
二
三
・
四
×
一
七
・
三
叫

文
体
、
「
一
つ
書
」
は
写
本
②
．
③
．
④
と
同
様
で
あ
る
。
箱
書
に
よ
れ
ば

良
郷
の
自
筆
本
で
あ
る
が
、
末
尾
に
は
柿
園
の
筆
（
朱
）
で
次
の
奥
書
が
あ
り
、

所
々
に
書
入
れ
（
朱
・
墨
）
も
認
め
ら
れ
る
。

右
本
紙
脇
田
氏
二
伝
来
也
脇
田
氏
本
家
ハ
元
祖
如
鐵
以
来

世
々
実
子
相
續
朝
鮮
種
ニ
テ
数
代
連
綿
ス
ト
云
々

右
に
よ
れ
ば
、
良
郷
が
見
た
写
本
は
、
脇
田
氏
の
一
分
家
に
伝
わ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

四
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ば
、
写
本
①
の
第
一
丁
表
（
六
行
目
）
に
、

数
百
年
武
ニ
ナ
ラ
ハ
サ
ル
故
所
々
被
二
討
敗
一

と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
乙
類
で
は
、

数
百
年
武
二
習
ハ
さ
る
故
に
少
々
に
て
被
討
敗

と
記
し
て
い
る
が
、
写
本
③
の
上
部
余
白
に
記
さ
れ
た
朱
書
は
、

『
少
々
に
て
ヲ
イ
ニ
所
々
ト
ア
リ
』

と
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
例
が
多
数
認
め
ら
れ

る
か
ら
と
い
っ
て
、
③
の
参
照
し
た
「
イ
本
」
が
、
①
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
乙
類
写
本
に
は
い
く
つ
か
の
脱
文
が
共
通
し

て
認
め
ら
れ
る
が
（
逆
に
①
Ｉ
甲
類
に
特
有
の
脱
文
も
存
在
し
、
①
必
ず
し
も

善
本
と
は
言
え
な
い
）
、
③
は
「
イ
本
」
を
も
っ
て
、
そ
れ
ら
全
て
を
補
っ
て

は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
乙
類
写
本
②
．
③
．
④
の
前
後
関
係
を
考
え
る
手
掛
り
と
し
て
、
二

つ
の
事
実
を
述
べ
て
お
こ
う
。
第
一
は
藩
主
に
対
す
る
尊
称
の
違
い
で
あ
る
。

諸
本
（
甲
類
・
乙
類
と
わ
ず
）
は
歴
代
藩
主
の
う
ち
、
本
書
成
立
時
の
藩
主
「
綱

利
」
（
五
代
）
、
お
よ
び
そ
の
父
「
光
高
」
（
四
代
、
一
六
四
五
年
死
去
）
に
対
し

て
「
公
」
の
尊
称
を
用
い
る
が
、
「
利
常
」
（
三
代
）
は
成
立
時
に
近
い
頃
ま
で

存
命
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
文
中
で
も
「
卿
」
を
用
い
て
区
別
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
写
本
②
の
み
は
、
全
て
の
加
賀
藩
主
に
「
卿
」
を
付
し
、

「
公
」
は
、
秀
吉
・
秀
頼
お
よ
び
徳
川
将
軍
に
限
定
し
て
い
る
。
か
か
る
名
分

的
な
使
い
分
け
は
近
世
本
来
の
も
の
で
は
な
く
、
柿
園
に
よ
る
変
更
と
み
な
さ

ね
ば
な
る
ま
い
（
写
本
⑤
に
お
い
て
も
、
一
箇
所
だ
け
光
高
「
公
」
を
見
消
し

に
し
て
光
高
「
卿
」
に
訂
正
し
た
箇
所
が
あ
り
、
柿
園
の
加
筆
か
と
も
考
え
ら

れ
る
）
。

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
一
）

第
二
は
、
如
鉄
の
子
息
「
三
郎
四
郎
」
の
緑
高
で
あ
る
。
そ
の
表
記
を
整
理

す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
区
々
で
あ
る
。

甲
類
写
本
①
戴
百
戴
拾
石

乙
類
写
本
②
弐
百
五
拾
石

写
本
③
弐
百
拾
石

写
本
④
弐
百
拾
石

写
本
⑤
弐
百
五
拾
石

と
こ
ろ
が
、
写
本
⑤
の
当
該
箇
所
を
見
る
と
（
四
丁
表
一
行
目
～
二
行
目
）
、

「
弐
百
五
／
拾
石
」
と
語
句
の
途
中
で
改
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
注
視
す
る

と
一
行
目
下
端
の
「
五
」
は
「
二
」
と
も
判
読
で
き
そ
う
で
あ
る
。
よ
り
仔
細

に
な
が
め
れ
ば
「
五
」
は
異
筆
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
ま
た
他
行
の
下
端
に
比

べ
て
、
こ
こ
ろ
も
ち
下
位
置
に
記
さ
れ
る
か
の
よ
、
う
で
も
あ
る
。
仮
に
こ
の
文

字
が
無
け
れ
ば
「
弐
百
拾
石
」
と
な
る
し
、
存
在
す
れ
ば
「
弐
百
五
拾
石
」
と

も
「
弐
百
一
拾
石
」
と
も
読
解
さ
れ
よ
う
。
乙
類
の
祖
本
と
も
い
う
べ
き
⑤
に

は
、
も
と
も
と
「
弐
百
拾
石
」
と
あ
り
、
あ
る
時
点
で
加
筆
が
な
さ
れ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

即
断
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
乙
類
で
は
写
本
②
の
み
が
柿
園
の
判
断
に

基
づ
い
て
独
特
の
表
記
を
採
用
し
、
形
状
・
内
容
か
ら
み
て
親
近
関
係
に
あ
る

③
・
④
は
、
②
よ
り
若
干
古
い
写
本
で
あ
る
と
言
い
得
よ
う
。

以
上
の
考
察
を
も
と
に
諸
本
の
系
譜
関
係
を
示
せ
ば
、
次
頁
の
図
の
通
り
で

あ
る
（
【
】
内
は
、
現
在
失
わ
れ
た
写
本
を
、
実
線
は
直
接
の
系
譜
関
係
、

破
線
は
推
定
に
よ
る
系
譜
関
係
を
示
す
）
。

五



183

〈
付
記
〉

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
写
本
の
所
蔵
者
で
あ
る
金
沢
市
立
図
書
館
・
石
川

県
立
図
書
館
に
は
格
別
の
御
配
盧
を
頂
き
、
ま
た
鈴
木
雅
子
氏
、
香
村
幸
作
氏

（
石
川
県
立
図
書
館
）
、
吉
本
澄
與
治
氏
（
金
沢
市
立
図
書
館
）
か
ら
は
、
貴
重
な

御
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

な
お
本
稿
は
、
鶴
園
裕
氏
を
代
表
と
す
る
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
「
日

本
近
世
初
期
に
お
け
る
渡
来
朝
鮮
人
の
研
究
ｌ
加
賀
藩
を
中
心
に
ｌ
」
（
一
般

研
究
Ｂ
、
一
九
八
九
～
九
○
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
分
担

研
究
者
で
あ
る
片
倉
穰
氏
は
、
写
本
①
の
所
在
を
夙
に
筆
者
に
示
教
さ
れ
、
ま

た
本
書
を
め
ぐ
る
研
究
会
の
席
上
で
、
中
野
節
子
氏
・
鶴
園
氏
・
片
倉
氏
か
ら

は
、
常
に
適
切
な
ご
指
摘
を
頂
い
た
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
共
同
研
究
の
成
果

で
あ
る
が
、
校
訂
・
翻
刻
の
責
任
は
偏
に
筆
者
に
存
す
る
の
で
、
個
人
名
で
報

告
す
る
こ
と
に
し
た
。
三
氏
の
御
寛
恕
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

脇
田
如
鉄
著

森
田
昌
成
筆

【
原
本
】
．
：
，
．
．

一
艸
柵
禰
加
一

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

：
．
…
【
脇
田
分
家
本
】

乙
類
写
本

甲
類
写
本
金
沢
市
立
図
書
館
本

《
…
．
【
吉
田
某
所
持
本
】
１
１
１
小
）

【
③
の

『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
本

加
越
能
文
庫
書

鯛
fE

＝

本

一
、

紙
本

凡
例

一
、
本
稿
は
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
『
家
伝
』
（
写
本
①
）
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
、

乙
類
諸
写
本
を
も
っ
て
校
合
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
上
段
に
は
底
本
の
本
文
を
掲
げ
、
校
訂
上
問
題
の
あ
る
箇
所
に
＊
印
を
付

し
た
。

一
、
底
本
の
脱
文
は
乙
類
写
本
で
補
な
い
、
〔
〕
で
囲
ん
で
示
し
た
。

一
、
底
本
に
お
け
る
割
註
や
小
文
字
の
傍
書
は
、
な
る
べ
く
原
形
を
損
な
わ
ぬ

よ
ミ
フ
翻
刻
し
た
が
、
本
文
の
改
行
に
は
特
に
留
意
し
て
い
な
い
。

一
、
乙
類
固
有
の
「
一
つ
書
」
に
よ
り
、
文
章
が
区
切
ら
れ
る
箇
所
に
は
、
本

文
中
に
二
」
を
置
い
て
そ
れ
を
示
し
た
。

一
、
底
本
の
朱
書
の
う
ち
、
年
号
・
地
名
・
人
名
・
書
名
・
官
職
名
等
に
施
さ

れ
た
傍
線
と
、
発
句
に
付
さ
れ
た
合
点
は
全
て
除
い
た
。
校
訂
上
、
特
に

示
す
必
要
が
あ
る
朱
書
は
、
『
』
中
に
記
し
た
。

一
、
下
段
に
は
乙
類
諸
写
本
に
よ
っ
て
、
底
本
と
の
異
同
を
註
記
し
た
。
ゴ
シ

ッ
ク
体
の
文
言
は
、
上
段
の
＊
印
に
対
応
し
て
い
る
。

一
、
底
本
に
お
い
て
漢
字
で
示
さ
れ
語
句
が
、
乙
類
で
か
な
文
字
で
表
記
さ
れ

る
場
合
、
ま
た
そ
の
逆
の
場
合
は
、
煩
を
厭
わ
ず
註
記
し
た
。
但
し
「
儀

／
義
」
「
姓
／
性
」
「
所
／
処
／
虚
」
「
二
十
／
廿
」
「
陣
／
陳
」
「
格
／
各
」

等
の
漢
字
や
、
「
か
／
ヶ
」
「
へ
／
エ
」
「
ハ
／
ワ
」
「
と
も
／
矩
」
「
よ
り

／
６
」
等
の
カ
ナ
文
字
、
ま
た
「
候
得
共
／
候
へ
共
」
「
之
／
の
」
「
者
／

ハ
」
等
の
表
記
の
違
い
に
は
、
特
に
留
意
し
な
か
っ
た
。

一
、
下
段
註
記
の
う
ち
、
②
～
⑤
の
数
字
は
、
乙
類
諸
本
②
～
⑤
に
対
応
し
て

い
る
。
な
お
、
②
～
⑤
全
て
に
共
通
す
る
異
同
は
、
「
乙
類
」
と
し
て
纏

め
て
示
し
た
。

一
ハ



182

＊家
傳

＊

一
生
國
朝
鮮
帝
都
。
父
金
氏
、
字
時
省
、
翰
林
學
士
・
母
性
名
失
念
ス
・
予
名

如
鉄
ト
号
ス
。
依
二
國
風
幼
ョ
リ
文
章
ヲ
學
フ
漁
ユ
ヘ
ニ
謡
得
之
。
一
文

＊

＊

＊

＊

禄
元
年
壬
辰
、
関
白
秀
吉
公
朝
鮮
ヲ
襲
ン
力
爲
、
肥
前
名
護
屋
迄
御
出
馬
。

＊

中
國
四
國
之
諸
大
名
ヲ
引
卒
、
ン
テ
備
前
中
納
言
軒
棚
秀
家
卿
爲
二
大
将
軍
一

＊

＊

釜
山
浦
迄
渡
海
。
朝
鮮
ョ
リ
モ
要
害
ヲ
構
へ
於
二
所
々
一
難
し
防
し
之
、
數

＊

＊

百
年
武
ニ
ナ
ラ
ハ
サ
ル
故
、
所
々
被
二
討
敗
一
、
帝
都
モ
敗
比
ス
。
干
時
時

＊

省
父
子
戦
死
ス
。
予
七
歳
ノ
時
也
。
秀
家
卿
之
手
二
櫛
。
一
同
年
秀
吉
公
名

＊

＊
＊
＊

＊

護
屋
二
御
越
年
、
渡
海
ノ
諸
軍
勢
モ
然
也
。
予
同
年
暮
、
備
州
岡
山
迄
来
ル
。

秀
家
卿
ノ
室
、
孤
ヲ
憐
給
テ
御
母
公
へ
＊
柵
乖
鵬
穂
職
柵
榴
嶋
誠
圭
雌
翌
年
被

＊
＊

＊

＊

＊

し
送
。
干
時
予
八
歳
也
。
御
母
公
、
且
亦
御
慈
悲
ノ
ァ
マ
リ
ニ
御
嫡
子
中
納

＊

ヒ
ト
ト
ナ
リ

言
利
長
卿
研
餓
撫
一
送
遣
一
芳
春
院
殿
御
母
子
雨
君
ノ
育
ヲ
以
テ
成
長
。

一
利
長
卿
、
越
中
富
山
江
御
隠
居
之
刻
モ
彼
地
へ
被
召
連
。
若
輩
之
処
、
恩
賞

ノ
地
百
石
拝
領
、
其
後
百
三
拾
石
御
加
増
、
近
習
御
奉
公
申
上
ル
・
加
越
能

＊

＊

＊

三
國
ノ
大
小
身
農
工
商
二
至
ル
迄
、
大
半
予
諸
事
之
取
次
ヲ
被
二
仰
付
一
・
然

＊

＊

所
二
妻
子
依
レ
不
し
帯
、
脇
田
氏
帯
刀
先
生
重
之
力
姪
二
嫁
、
ン
、
姓
ヲ
改
二
メ

＊
サ
カ
ン
＊

＊

勝
田
一
一
一
、
瀞
々
郁
前
近
習
盛
ナ
ル
ニ
因
テ
、
爲
二
讓
者
一
今
年
之
内
閉
居

＊

ス
。
此
事
ナ
カ
リ
セ
ハ
重
畳
可
し
預
二
御
恩
賞
一
処
、
不
幸
々
々
。
翌
年
芳

＊

春
院
殿
以
二
御
口
入
一
、
無
し
科
通
被
二
聞
召
届
一
、
近
習
如
レ
元
。
一
利

家
伝
Ｉ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
一
）

八
脚
註
ｖ

如
鉄
家
傳
記
（
外
題
）
、
②
節
邑
な
し
。
③
「
脇
田
家
傳
書
」
。

家
傳
（
内
題
）
、
乙
類
「
脇
田
家
傳
書
」
。
翰
林
学
士
、
③
④
⑤
「
翰
林
学
」
、
③
「
ィ
士
」
。

⑤
「
士
」
と
傍
書
（
朱
）
。
如
鐵
卜
号
ス
、
③
④
⑤
「
如
鐵
と
号
」
。
幼
ヨ
リ
、
②
「
幼
少
よ

り
」
。
③
④
⑤
「
幼
時
よ
り
」
。
ユ
ヘ
ニ
、
②
「
故
に
」
。
記
得
之
、
乙
類
「
記
傳
之
」
。

襄
ン
力
為
、
乙
類
「
襲
ん
か
為
に
」
。
名
護
屋
迄
、
乙
類
「
名
護
屋
ま
て
」
。
引
卒
シ
テ
、

乙
類
「
引
卒
し
」
。
釜
山
浦
迄
、
②
④
「
釜
山
浦
ま
て
」
。
要
害
ヲ
構
へ
、
②
「
要
害
を
構

ひ
」
。
③
④
⑤
「
要
害
構
」
、
③
「
要
害
」
に
「
ヲ
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
ナ
ラ
ハ
サ
ル
故
、

乙
類
「
習
ハ
さ
る
故
に
」
。
所
々
、
乙
類
「
少
々
に
て
」
、
③
「
少
々
に
て
ヲ
イ
ニ
所
々
ト

ア
リ
」
と
頭
註
（
朱
）
。
帝
都
、
乙
類
「
都
」
、
③
「
帝
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
時
也
、
②
「
時

な
り
」
。
檎
、
②
「
と
り
子
と
な
る
」
。
③
④
⑤
「
と
り
こ
と
な
る
」
。

然
也
、
②
「
然
な
り
」
。
予
、
乙
類
な
し
。
③
「
予
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
同
年
暮
、
④
「
同

年
」
。
岡
山
迄
、
乙
類
「
岡
山
に
」
、
③
「
イ
マ
テ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
憐
給
テ
、
②
「
憐
ミ

給
ふ
て
」
、
③
④
⑤
「
憐
ミ
給
て
」
。
御
母
公
へ
、
②
「
へ
」
を
「
室
家
也
」
（
割
註
）
の
後

に
付
す
。
③
「
御
母
公
」
。
號
芳
春
院
殿
、
贈
従
一
位
利
家
卿
干
時
宰
相
ノ
室
ナ
リ
、
乙

類
、
「
号
芳
春
院
殿
、
利
家
卿
干
時
贈
一
位
宰
相
之
室
也
」
と
誤
記
。
な
お
、
②
「
室
」
を

「
室
家
」
に
、
④
「
芳
春
院
殿
」
を
「
芳
春
殿
」
に
つ
く
り
、
③
「
贈
一
位
ノ
三
字
イ
ニ
利

家
卿
ノ
上
ニ
ア
リ
」
と
頭
註
（
朱
）
。
八
歳
也
、
②
「
八
歳
な
り
」
。
且
亦
、
③
「
其
后
ィ
」

と
傍
書
（
朱
）
。
ア
マ
リ
ニ
、
乙
類
「
あ
ま
り
」
。
被
送
遣
、
②
「
へ
被
送
遣
」
。
③
「
ィ
之

方
へ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
育
ヲ
以
テ
成
長
乙
類
「
養
育
を
以
て
人
と
な
り
」
、
③
「
イ
ハ
ク

ク
ミ
」
と
傍
書
（
朱
）
「
人
と
な
り
ヲ
ィ
に
長
（
ヒ
ト
ト
ナ
リ
）
ト
ァ
リ
」
と
頭
註
（
朱
）
。
百
、

③
「
イ
ナ
シ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
三
国
、
乙
類
ナ
ン
。
至
ル
迄
、
乙
類
「
至
る
ま
て
」
。
帯
刀
、

③
④
⑤
本
文
な
し
。
③
「
ィ
帯
刀
」
（
朱
）
。
⑤
「
帯
刀
」
と
傍
書
。
姓
ヲ
改
メ
、
乙
類
「
姓

を
改
て
」
。
脇
田
、
②
「
脇
田
と
し
」
。
④
⑤
「
脇
田
ト
、
ど
。
③
「
イ
ト
号
」
と
傍
書
（
朱
）
。

彌
々
、
乙
類
「
弥
」
。
御
前
近
習
、
②
⑤
「
御
近
習
勤
」
。
③
④
「
御
近
習
」
。
盛
ナ
ル
、

乙
類
「
盛
ん
な
る
」
。
因
テ
、
乙
類
「
依
て
」
。
｜
十
年
、
乙
類
「
一
ヶ
年
」
。
不
幸
々
々
、

②
「
不
幸
な
り
」
。
③
④
⑤
「
不
幸
也
」
、
③
「
ィ
云
々
」
と
傍
書
（
朱
）
。
聞
召
届
、
乙
類

「
聞
召
」
。

七
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＊

＊

長
卿
、
數
年
腫
物
御
煩
、
頻
二
御
氣
力
減
ス
。
慶
長
十
九
年
五
月
廿
日
御
逝

＊

＊

去
。
三
小
國
之
上
下
、
奉
レ
惜
。
予
悲
ノ
ア
マ
リ
ニ
、

四
方
は
み
な
袖
乃
あ
ま
り
の
五
月
哉
＊

利
長
卿
御
在
世
之
時
、
各
御
遺
物
過
分
二
被
下
。
予
並
之
御
小
姓
、
黄
金
一

＊

＊
＊

＊

枚
宛
拝
領
ス
ト
イ
ヘ
圧
、
別
而
三
枚
拝
領
、
御
嫡
君
利
常
卿
へ
前
々
ノ
如
ク
＊

泥
近
御
奉
公
可
仕
旨
被
仰
出
、
銀
二
拾
枚
拝
領
仕
。
故
殿
ニ
ヲ
ク
レ
奉
り
便

＊

＊

ナ
カ
リ
シ
ヲ
、
當
君
御
惠
不
淺
。
一
同
年
大
坂
秀
頼
公
、
御
謀
叛
之
沙
汰
内

＊

＊

々
有
之
処
、
已
二
露
顕
、
雨
御
所
様
関
東
ョ
リ
御
出
馬
。
利
常
卿
北
國
ヲ
引

卒
シ
御
手
勢
二
一
萬
餘
騎
ニ
テ
金
澤
十
月
御
立
、
於
二
大
津
一
雨
御
所
様
蝿
櫛

目
見
也
。
其
時
高
岡
ョ
リ
相
越
侍
共
何
茂
猶
蹄
〃
夕
シ
、
大
津
迄
御
供
仕
者

＊

＊

＊

＊

四
人
＊
蹴
洲
触
塞
衛
某
高
田
傳
右
衛
門
早
速
取
合
神
妙
二
被
思
召
之
旨
、
御
意

＊
＊
＊

＊

＊

ニ
テ
右
面
々
金
銀
拝
領
、
時
ノ
面
目
也
。
一
御
陳
所
嵯
峨
鐸
迦
堂
也
。
諸
勢

＊

休
息
、
ン
テ
大
坂
ェ
押
寄
、
數
日
相
挑
卜
云
へ
圧
、
名
城
タ
ル
ニ
ョ
リ
無
理
攻

＊

＊

＊

難
し
叶
御
暖
二
成
、
翌
年
ノ
春
雨
御
所
様
諸
國
共
二
御
帰
陳
。
一
右
胤
ア
シ

＊

カ
イ
ハ
ー
旦
互
ノ
御
謀
ヤ
ラ
ン
。
又
大
坂
表
蜂
起
二
付
、
雨
御
所
様
御
出
馬
。

＊

＊

諸
國
如
元
。
京
都
少
御
逗
留
ニ
テ
五
月
五
日
二
御
押
寄
。
六
日
二
大
坂
ョ
リ

＊

＊

モ
勢
ヲ
出
シ
、
寄
手
ノ
先
手
掛
合
セ
、
所
々
ニ
ヲ
イ
テ
迫
合
、
大
坂
勢
不
叶

シ
テ
引
取
・
七
易
善
セ
、
大
御
所
様
天
王
寺
口
、
將
軍
秀
忠
公
玉
造
口
、

＊

＊

ト
ウ

此
御
先
手
利
常
卿
也
。
敵
茶
臼
山
迄
取
出
、
矢
合
初
リ
テ
互
二
闘
戦
ス
。
先

手
岡
山
所
々
ニ
テ
鎗
ヲ
合
セ
敵
城
中
へ
取
入
。
一
旗
本
御
崩
、
ン
惣
掛
リ
ニ
成

＊

＊

＊

テ
玉
造
ロ
惣
構
モ
カ
、
ユ
ル
事
ナ
ラ
ス
。
敵
二
之
丸
迄
引
退
、
惣
構
ハ
敗
ル
。

諸
勢
ハ
真
田
丸
江
乗
人
、
某
・
葛
巻
隼
人
・
原
與
三
右
衛
門
・
河
合
數
馬
四

＊

＊

＊

人
、
玉
造
ノ
埋
門
ョ
リ
乗
入
処
二
、
左
手
ノ
四
辻
二
味
方
多
勢
タ
マ
リ
居
申

候
間
、
其
場
蝿
謂
入
、
向
ヲ
見
渡
候
ヘ
ハ
、
味
方
一
町
モ
先
二
六
七
騎
モ
指

＊

＊

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
一
）

御
煩
、
頻
二
御
気
力
減
ス
、
乙
類
「
御
煩
二
付
、
御
刀
」
。
②
⑤
「
御
刀
」
の
次
に
虫
食
跡

を
表
示
。
③
「
二
付
御
刀
ノ
四
字
イ
ニ
頻
二
御
氣
力
滅
シ
ト
ア
リ
」
と
頭
註
（
朱
）
。
廿
日
、

乙
類
「
廿
日
二
」
。
三
介
國
、
乙
類
「
三
ヶ
國
」
。
悲
ノ
ア
マ
リ
ニ
、
乙
類
「
か
な
し
み
の

餘
り
に
」
。

被
下
。
予
並
之
御
小
姓
、
黄
金
一
枚
宛
、
乙
類
欠
文
。
③
「
ィ
被
下
。
並
之
御
小
姓
、
黄
金

一
枚
宛
」
と
頭
註
（
朱
）
。
拝
領
ス
、
乙
類
「
拝
領
す
る
」
。
三
枚
、
②
「
金
三
枚
」
。
⑤

「
金
」
と
傍
書
（
朱
）
。
拝
領
、
③
「
イ
ス
」
と
傍
書
（
朱
）
。
前
々
ノ
如
ク
、
乙
類
「
如
前

々
」
。
便
ナ
カ
リ
シ
ヲ
、
乙
類
「
便
り
な
か
り
し
を
」
。
御
恵
、
乙
類
「
恵
ミ
」
、
③
「
ィ

御
」
と
傍
書
（
朱
）
。
沙
汰
、
乙
類
「
沙
汰
仕
」
。
已
二
露
顕
、
②
「
已
に
」
。
③
本
文
「
已
」

に
つ
く
り
「
ィ
露
顕
」
と
傍
書
（
朱
）
。
④
「
已
」
。
⑤
「
已
二
」
。
北
國
ヲ
、
②
「
北
國
勢

を
」
。
御
目
見
也
、
②
「
御
目
見
な
り
」
。
侍
共
何
茂
猶
預
、
乙
類
「
侍
と
も
誰
も
猶
豫
」
。

③
「
誰
」
に
「
ィ
何
」
と
傍
書
（
朱
）
。
大
津
迄
、
②
「
大
津
ま
て
」
。
北
川
久
兵
衛
・
高
田

傳
右
衛
門
・
野
村
角
丞
・
某
、
乙
類
割
註
と
せ
ず
大
書
し
、
北
川
・
野
村
・
高
田
・
某
の
順

番
に
記
す
。
③
朱
括
弧
に
て
囲
み
「
北
川
ョ
リ
某
マ
テ
ヲ
ィ
｜
天
註
ト
ナ
シ
テ
ア
リ
」
と
頭

註
（
朱
）
。
な
お
②
「
角
之
丞
」
。
神
妙
二
、
乙
類
「
神
妙
」
。
之
旨
、
③
「
候
旨
」
。
右
面

々
、
乙
類
「
右
之
面
々
へ
（
江
）
」
。
金
銀
、
乙
類
「
金
子
」
。
③
「
ィ
銀
」
と
傍
書
（
朱
）
。

拝
領
、
②
「
拝
領
被
仰
付
」
。
③
本
文
「
拝
領
」
に
つ
く
り
「
イ
ス
」
と
傍
書
（
朱
）
。
面
目

也
、
②
「
面
目
な
り
」
。
輝
迦
堂
也
、
②
「
鐸
迦
堂
な
り
」
。
云
へ
圧
、
②
「
い
へ
と
も
」
。

③
④
⑤
「
い
へ
共
」
。
哩
二
成
、
乙
類
「
あ
っ
か
ひ
に
な
り
」
。
翌
年
ノ
春
、
③
④
⑤
「
翌

年
春
」
。
諸
國
共
二
、
乙
類
「
諸
國
司
共
」
。
ア
ッ
カ
イ
ハ
、
乙
類
「
扱
ハ
」
。
蜂
起
二
付
、

乙
類
「
蜂
起
二
付
て
」
、
⑤
は
「
付
」
を
傍
書
。
京
都
少
、
②
「
京
都
に
少
シ
」
。
逗
留
、

乙
類
「
逼
留
」
。
掛
合
セ
、
乙
類
「
か
け
合
」
．
ヲ
イ
テ
、
乙
類
「
於
て
」
。
惣
寄
セ
、
②

「
惣
寄
な
り
」
。
③
④
⑤
「
惣
寄
也
」
。
利
常
卿
也
、
②
「
利
常
卿
な
り
」
。
リ
テ
互
二
闘

戦
ス
。
先
手
岡
山
所
々
ニ
テ
鎗
ヲ
合
セ
、
乙
類
欠
文
。
ナ
ラ
ス
、
乙
類
「
不
成
」
。
迄
、
②

「
ま
て
」
。
惣
構
ハ
、
②
「
惣
躰
」
。
③
「
惣
」
。
④
「
惣
ハ
」
。
⑤
本
文
「
惣
ハ
」
に
つ

く
り
「
躰
歎
」
と
傍
書
。
玉
造
ノ
、
乙
類
「
玉
造
口
之
」
。
乗
入
処
二
、
乙
類
「
乗
込
二
」
。

左
手
ノ
、
乙
類
「
左
手
」
。
乗
入
、
乙
類
「
乗
込
」
。
見
渡
、
②
④
⑤
「
見
渡
し
」
。
指
物
、

乙
類
「
指
物
を
」
。

八
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＊

＊

＊

＊

物
見
付
ル
ヤ
否
馳
加
。
向
ノ
ク
ッ
レ
土
居
二
白
ハ
レ
ン
サ
シ
タ
ル
足
軽
ノ
者

＊

＊

百
餘
モ
鐵
砲
打
出
ス
。
待
カ
ケ
タ
ル
敵
モ
突
テ
出
ル
。
味
方
モ
同
シ
。
敵
大

勢
ニ
ョ
ッ
テ
味
方
突
退
ラ
ル
。
其
時
矢
野
所
左
衛
既
計
死
ス
。
是
ョ
リ
前
二

＊

＊

迫
合
有
込
面
。
一
味
方
突
退
ラ
レ
其
場
ヲ
見
申
候
得
ハ
、
跡
先
一
三
町
力
間
、

＊敵
味
方
一
人
モ
不
し
見
敗
北
ス
。
町
筋
二
某
・
古
屋
所
左
衛
門
雨
人
詞
ヲ
ヵ

＊

＊
＊

＊

ハ
シ
残
ル
。
干
時
葛
巻
隼
人
馳
加
リ
左
ノ
方
二
有
。
黒
ホ
ロ
金
ノ
切
團
ノ
ダ

＊

＊

シ
也
・
其
次
二
梶
川
弥
左
衛
門
、
地
白
ノ
羽
織
小
姓
組
番
指
物
シ
ナ
ィ
。
其

＊

内
二
味
方
少
々
馳
加
ル
。
敵
味
方
散
々
二
鎗
ヲ
合
、
脇
田
帯
刀
・
江
守
角
左

衛
門
モ
馳
加
ツ
テ
敵
ヲ
突
ク
ッ
ス
。
玉
造
口
同
ニ
ノ
丸
黒
門
當
手
ョ
リ
敗
ル
。

後
日
大
坂
表
武
功
御
穿
鑿
ノ
時
、
松
平
伯
耆
申
ハ
、
九
兵
衛
手
前
古
屋
ト
雨

＊

＊

人
、
ヲ
ク
レ
ロ
ニ
残
ダ
ル
規
模
、
並
ヲ
越
ダ
ル
儀
卜
申
処
二
、
山
崎
閑
齋
尤

＊

＊

＊

＊

卜
諾
ス
。
然
処
、
加
増
惣
並
之
事
、
其
方
遺
恨
二
可
存
候
由
被
し
申
。
尤
我

＊

等
猶
以
其
憤
不
レ
淺
由
申
候
ヘ
ハ
、
一
度
存
分
二
可
達
由
、
慥
二
伯
耆
申
之

＊

＊

＊

＊

虚
、
病
氣
不
本
復
死
去
。
我
等
遺
恨
不
淺
次
第
也
。
一
御
穿
鑿
之
場
ニ
テ
我

＊

＊

等
申
ハ
、
葛
巻
ト
玉
造
惣
構
ョ
リ
同
事
二
乗
込
、
某
ハ
ニ
度
目
之
鎗
ョ
リ
三

＊

＊

度
目
ト
モ
ニ
手
二
合
候
。
葛
巻
ハ
三
度
目
ニ
加
リ
候
。
然
レ
ハ
我
等
規
模
ト

＊

＊
＊

＊

存
候
卜
申
候
得
ハ
、
閑
齋
日
、
雨
人
托
二
鑓
場
迄
馬
ニ
テ
麥
候
ヤ
ト
。
不
審

＊

＊

＊

尤
、
四
辻
迄
雨
人
ナ
カ
ラ
馬
ニ
テ
参
候
由
答
フ
。
其
後
閑
齋
其
外
之
面
々
モ

＊

＊

菟
角
之
無
二
言
句
一
。
一
水
野
内
匠
死
去
ノ
刻
迄
、
毎
度
参
會
之
節
、
其
方
最

＊

前
ノ
働
並
ヲ
越
ダ
ル
処
如
何
ノ
義
ニ
テ
、
御
加
増
其
シ
ル
シ
無
し
之
哉
卜
申
。

＊

＊

＊

＊

一
右
鎗
ノ
御
吟
味
、
何
某
ト
云
モ
ノ
、
口
上
ヲ
以
、
被
二
相
究
一
子
細
ハ
、
何

＊

カ
シ
初
度
ノ
鎗
ョ
リ
其
場
ノ
手
二
合
候
間
、
三
度
ノ
内
初
度
ノ
鎗
一
廉
規
模

＊有
之
ト
存
、
三
度
目
之
鑓
御
吟
味
ノ
時
、
葛
巻
申
候
ハ
、
古
屋
所
左
衛
門
ハ

＊

＊

＊

隼
人
ョ
リ
一
足
先
歎
、
楮
何
某
ト
葛
巻
ト
ハ
ト
タ
ン
ト
参
候
卜
申
時
二
、
何

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

見
付
ル
ャ
、
②
「
見
付
る
な
り
」
。
馳
加
、
②
「
馳
加
り
」
。
ク
ッ
レ
、
乙
類
「
崩
れ
」
。

サ
シ
タ
ル
、
乙
類
「
指
た
る
」
。
百
餘
モ
、
乙
類
「
餘
多
」
。
カ
ケ
タ
ル
、
乙
類
「
懸
た

る
」
。
ヨ
ッ
テ
、
乙
類
「
依
て
」
。
討
死
ス
、
乙
類
「
討
死
」
。
迫
合
、
乙
類
「
一
迫
合
」
。

由
、
③
④
⑤
「
よ
し
」
。

突
退
ラ
レ
、
乙
類
「
突
退
ら
る
」
。
方
二
、
乙
類
「
方
ハ
」
。
ホ
ロ
、
乙
類
「
ホ
ロ
」
。
金

ノ
、
乙
類
「
金
」
。
ダ
シ
也
、
②
「
出
シ
な
り
」
。
③
④
⑤
「
出
シ
也
」
。
其
次
二
、
乙

類
「
其
次
」
。
指
物
シ
ナ
イ
、
④
「
物
」
を
傍
書
（
朱
）
。
二
鎗
ヲ
合
、
脇
田
帯
刀
・
江
守
角

左
衛
門
モ
馳
加
ツ
テ
敵
ヲ
突
ク
ッ
ス
。
玉
造
ロ
同
ニ
ノ
丸
黒
門
當
手
ヨ
リ
敗
ル
。
後
日
大
坂

表
武
功
御
、
乙
類
欠
文
。
但
し
②
「
迫
合
」
と
記
す
。
⑤
「
迫
合
ヵ
」
と
傍
書
。

ヲ
ク
レ
ロ
、
③
④
⑤
「
後
れ
口
」
。
残
ダ
ル
、
乙
類
「
残
り
た
る
」
。
然
処
、
乙
類
「
然
処

二
」
。
惣
並
、
乙
類
「
物
並
」
。
存
候
由
被
申
、
②
「
存
申
候
」
。
③
④
⑤
本
文
「
存
候
申
」

に
つ
く
り
「
申
」
の
右
に
「
事
ヵ
」
と
傍
書
。
尤
、
乙
類
な
し
。
慥
二
、
乙
類
「
慥
」
。
虚
、

乙
類
「
処
（
所
・
虚
）
二
」
。
不
本
復
、
乙
類
「
不
復
」
。
我
等
、
乙
類
「
我
等
迄
」
。
次
第

也
、
乙
類
「
次
第
」
。

申
ハ
、
乙
類
「
申
候
」
。
乗
込
、
乙
類
「
参
迄
」
。
ト
モ
ニ
、
②
「
共
一
一
」
。
然
レ
ハ
、
乙

類
「
然
ハ
」
。
日
、
②
④
⑤
「
云
」
。
③
「
云
う
」
。
圧
二
、
乙
類
「
共
二
」
。
鑓
場
迄
、

②
「
鑓
場
ま
て
」
。
参
候
ヤ
ト
、
乙
類
「
参
や
と
」
。
四
辻
迄
、
②
「
四
辻
ま
て
ハ
」
③
④

⑤
「
四
辻
迄
ハ
」
。
参
候
由
答
フ
、
乙
類
「
参
り
候
由
答
」
。
面
々
モ
、
乙
類
「
面
々
二
も
」
。

刻
迄
、
②
「
刻
ま
て
」
。
節
、
乙
類
「
刻
」
。
哉
、
③
④
⑤
「
や
」
。
何
某
ト
云
モ
ノ
、
②

③
⑤
「
何
某
と
言
者
」
。
④
「
何
某
言
者
」
。
被
相
究
、
乙
類
「
被
究
」
。
子
細
ハ
、
乙
類

「
子
細
」
。
何
カ
シ
、
乙
類
な
し
。
初
度
ノ
鎗
、
乙
類
「
初
鎗
」
。
有
之
卜
存
、
三
度
目
、

②
③
「
有
之
後
三
度
」
。
④
⑤
「
有
之
存
三
度
」
。
楮
何
某
卜
、
乙
類
「
扱
某
と
」
。
ト
タ

ン
ト
、
②
「
と
た
ん
に
」
。
③
④
「
と
た
ん
と
」
。
⑤
本
文
「
と
た
ん
と
」
に
つ
く
り
「
に

嗽
」
と
傍
書
。
何
カ
シ
カ
曰
、
乙
類
「
何
某
か
」
。

九
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＊

＊

カ
シ
カ
曰
、
葛
巻
左
様
ニ
ハ
申
候
へ
圧
、
我
等
ハ
ー
足
跡
ノ
由
申
二
付
テ

＊

＊

＊
＊

惣
様
借
モ
有
様
ノ
申
分
、
御
前
ニ
モ
神
妙
二
被
し
思
二
召
之
一
由
也
。
然
所

＊

＊

＊

二
極
ル
御
加
増
二
至
テ
、
右
之
次
第
甲
乙
二
被
し
下
二
依
テ
、
何
某
後
悔
二

＊

＊

存
、
後
ノ
御
吟
味
ノ
時
偽
ヲ
申
、
初
ノ
正
直
無
ニ
ナ
リ
申
候
。
三
度
目
ノ
迫

＊

合
ノ
場
ノ
様
子
ヲ
以
テ
、
勝
劣
御
穿
鑿
令
決
定
故
也
。
一
大
樹
秀
忠
公
御
他

＊

＊

＊

界
之
時
、
大
坂
戦
功
御
吟
味
再
興
之
時
、
先
年
之
御
吟
味
某
残
り
申
事
露
顕
＊

シ
、
並
ヲ
越
、
四
百
三
拾
石
ノ
本
知
之
上
二
、
五
百
七
拾
石
御
加
増
、
引
合

＊

＊
＊

＊

千
石
ノ
御
一
行
頂
戴
、
御
鉄
砲
御
預
御
使
番
二
被
仰
付
、
無
二
比
類
一
規
模

＊

數
年
之
遂
二
鯵
憤
一
、
家
ノ
面
目
何
事
力
如
し
之
。
剰
嫡
男
平
丞
三
百
石
、
次
男

二
一
郎
四
郎
＊
鯏
雌
卿
靴
準
之
穂
臓
附
缶
傭
罰
哺
伽
取
詐
百
戴
拾
石
、
二
一
男
小
平
戴
百
石
、

＊

度
々
二
被
二
召
出
一
、
御
知
行
拝
領
仕
候
。

＊

一
後
ノ
御
吟
味
之
時
、
某
申
候
ハ
、
先
年
ノ
御
穿
鑿
鎗
之
次
第
、
古
屋
所
左
衛

門
一
、
葛
巻
隼
人
二
、
梶
川
弥
左
衛
門
三
、
如
此
御
加
増
被
下
候
。
昔
ョ
リ

＊

＊

承
及
候
ハ
諸
人
二
一
足
踏
出
シ
、
一
番
鎗
ト
ハ
申
候
。
盃
ノ
召
出
シ
ノ
様
二

＊

＊
豫
力

＊

三
人
突
出
ル
迄
残
ノ
者
猶
預
可
仕
候
哉
。
此
段
先
年
ョ
リ
遺
恨
二
存
ト
イ
ヘ

＊

＊
＊

ト
モ
、
某
若
輩
卜
申
、
高
岡
ョ
リ
罷
越
新
参
同
前
１
へ
、
松
平
伯
耆
ヲ
以
テ

＊

可
立
御
耳
ト
存
処
、
伯
耆
死
去
故
、
無
是
非
數
年
ヲ
送
候
虚
、
此
度
之
御
吟

＊

＊

＊

＊

味
二
達
御
耳
事
恭
通
、
近
習
篠
原
宗
榮
ヲ
以
テ
申
上
ル
。
尤
神
妙
々
々
。
左
＊

様
二
可
有
之
ト
被
成
御
意
候
。
一
伴
八
矢
岡
山
ニ
テ
鑓
ヲ
合
、
其
後
又
町
口

＊
＊

＊

鎗
場
へ
加
、
其
時
某
残
居
申
候
ヲ
八
矢
慥
二
見
申
候
由
、
二
度
目
ノ
御
吟
味

＊

＊

ノ
時
申
上
ル
。
此
方
ョ
リ
證
檬
二
引
不
申
候
処
二
、
八
矢
如
レ
是
申
候
二
付

＊

＊

而
、
利
常
卿
弥
被
聞
召
届
、
御
加
増
惣
並
ヲ
越
如
件
。

＊
＊

一
利
常
卿
小
松
御
隠
居
ノ
時
、
某
小
松
へ
可
被
召
連
人
數
之
処
二
、
光
高
公
某

＊

被
召
仕
度
通
被
仰
上
候
へ
圧
、
一
二
往
ニ
テ
御
許
諾
無
し
之
。
然
ラ
ハ
可
し

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

光
高
公
、
②
「
光
高
卿
」
。
某
、
乙
類
「
某
を
」
。
然
ラ
ハ
、
③
「
然
は
」
に
つ
く
り
「
ラ
」

を
右
傍
に
小
書
。

町
口
、
②
「
町
中
」
。
加
、
②
「
加
り
」
。
其
時
某
、
乙
類
「
某
其
時
」
。
見
申
候
由
、
②

「
見
申
由
」
。
③
④
⑤
「
見
申
候
よ
し
」
。
不
申
候
処
、
乙
類
「
不
申
処
（
処
）
」
。
如
是
、

乙
類
「
如
此
」
。
弥
被
聞
召
届
、
②
「
後
被
聞
召
候
よ
し
」
。
③
④
「
後
ハ
聞
召
候
由
」
。

⑤
「
後
ハ
被
聞
召
候
由
」
。
惣
並
ヲ
越
、
乙
類
「
並
を
越
」
。

左
様
ニ
ハ
、
乙
類
「
左
様
ニ
」
。
申
二
付
テ
、
②
③
⑤
「
辞
申
に
（
’
二
付
て
」
。
④
「
辞
申

候
付
て
」
。
楮
モ
、
乙
類
「
籾
も
」
。
ニ
モ
、
乙
類
「
｜
一
て
も
」
。
由
也
、
②
「
由
な
り
」
。

然
、
乙
類
「
然
る
」
。
極
ル
、
②
「
極
月
」
。
次
第
甲
乙
二
被
下
、
②
「
次
第
被
申
候
被
下
」

③
「
次
第
と
申
被
下
」
。
④
⑤
「
次
第
被
申
被
下
」
。
何
某
、
乙
類
「
何
か
し
」
。
ナ
リ
申
、

乙
類
「
成
申
」
。
迫
合
ノ
、
乙
類
「
迫
合
」
。
以
テ
、
乙
類
「
以
」
。
時
、
③
「
ィ
後
」
と

傍
書
（
朱
）
。
先
年
之
、
乙
類
「
先
年
之
働
」
。
某
、
乙
類
「
其
」
、
③
「
ィ
某
」
と
傍
書

（
朱
）
。
引
、
③
「
ィ
都
」
と
傍
書
（
朱
）
。
｜
、
③
「
宛
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
御
預
、
②
「
御

預
ヶ
」
。
御
使
番
二
、
乙
類
「
御
使
番
」
。
規
模
、
乙
類
「
顕
規
模
」
、
③
「
顕
」
に
「
イ

ナ
シ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
平
丞
、
②
「
平
之
丞
」
。
利
常
卿
近
習
之
奉
公
、
一
廉
可
有
御
取
立

処
、
早
世
、
不
便
残
念
ノ
至
り
也
、
乙
類
割
註
と
せ
ず
大
書
。
但
し
③
は
括
弧
（
朱
）
で
囲
み

「
（
）
ノ
内
イ
ニ
ハ
註
ト
ナ
セ
リ
」
と
頭
註
（
朱
）
。
な
お
乙
類
は
「
近
習
」
を
「
御
近
習
」

に
、
「
至
り
也
」
を
②
「
至
な
り
」
、
③
④
⑤
「
至
也
」
に
つ
く
る
。

威
百
試
拾
石
、
②
「
戴
百
五
拾
石
」
③
④
「
戴
百
拾
石
」
、
⑤
は
「
弐
百
五
拾
石
」
に
つ
く

る
が
、
行
末
に
記
さ
れ
た
「
五
」
は
異
筆
の
追
記
か
と
思
わ
れ
る
。
仕
候
、
③
「
イ
ス
」
と

傍
書
（
朱
）
。

御
穿
鑿
鎗
之
次
第
、
乙
類
「
御
穿
鑿
之
次
第
」
。
｜
番
鎗
ト
ハ
、
乙
類
「
一
番
鎗
と
」
。
召

出
シ
ノ
、
④
「
召
出
し
候
」
。
残
ノ
、
乙
類
「
残
り
之
」
。
猶
預
、
乙
類
「
猶
豫
」
。
イ
ヘ

ト
モ
、
③
④
⑤
「
い
へ
共
」
。
１
へ
、
乙
類
「
故
」
。
伯
耆
、
乙
類
「
伯
耆
守
」
。
以
テ
、

乙
類
「
以
」
。
存
処
、
乙
類
「
存
候
所
」
。
事
恭
通
、
乙
類
「
事
々
以
通
」
。
近
習
、
乙
類

な
し
。
以
て
、
乙
類
「
以
」
。
神
妙
々
々
、
乙
類
「
神
妙
候
」
。

一

○
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＊

＊

被
進
候
、
大
坂
表
之
事
ナ
ト
被
仰
立
、
面
目
ラ
シ
キ
御
意
ノ
由
、
光
高
公

御
直
二
被
仰
聞
候
。

＊

＊

＊

＊

一
寛
永
廿
年
五
月
、
御
小
姓
頭
二
被
仰
付
、
神
尾
主
殿
助
江
戸
ョ
リ
光
高
公

＊

＊

御
書
持
参
、
前
田
出
雲
守
ト
雨
人
被
申
渡
、
御
意
之
趣
ソ
レ
ヵ
シ
・
中
村
惣

＊

右
衛
門
、
御
小
姓
頭
二
被
仰
付
候
間
、
常
々
御
奉
公
二
不
限
、
御
心
持
有
之

御
意
之
趣
、
主
殿
口
上
二
被
申
渡
、
料
分
戴
百
石
拝
領
申
候
。

小
性
頭
之
内
、
津
田
源
右
衛
門
・
松
平
采
女
就
病
者
數
年
任
断
指
除
候
。

此
度
雨
人
儀
小
性
頭
申
付
候
。
連
々
腓
寄
事
二
候
間
、
可
得
其
意
候
。

覚

一
私
儀
、
此
跡
中
納
言
様
御
近
習
之
御
奉
公
被
仰
付
候
処
、
眼
か
す
ミ
其

＊

上
筋
氣
痛
飛
行
歩
二
付
、
西
尾
隼
人
取
次
、
誓
紙
を
以
御
理
申
上
、
被
成
御

赦
免
、
御
役
人
二
罷
成
候
。
其
後
御
算
用
場
被
仰
付
候
へ
共
、
御
國
二
而

＊

之
御
奉
公
故
、
唯
今
迄
相
勤
申
候
。

＊

一
古
肥
前
様
以
来
、
御
近
習
之
御
奉
公
仕
来
、
且
而
公
儀
向
不
存
候
。
今
ほ
と

＊

ま
し
て
御
旗
本
衆
一
人
茂
伊
不
申
候
ヘ
ハ
、
年
罷
寄
眼
か
す
ミ
候
て
ハ
、
若

役
之
御
奉
公
公
界
向
難
勤
、
其
段
別
而
池
惑
奉
存
候
。

＊

一
少
將
様
江
紳
二
御
奉
公
不
申
上
候
処
跡
々
恭
仕
合
難
有
奉
存
候
。
私
叶
申

＊

御
奉
公
ハ
如
何
様
二
茂
申
上
度
覚
悟
御
座
候
。
併
寛
永
八
年
大
坂
表
之
義

右
衛
門
、
御
小
姓
頭
二
被
仰
付
候
間
常
々
桐

御
意
之
趣
、
主
殿
口
上
二
被
申
渡
、
料
分
戴
百

小
性
頭
之
内
、
津
田
源
右
衛
門
・
松
平
采
＊

此
度
雨
人
儀
小
性
頭
申
付
候
。
連
々
思
客

＊

委
曲
神
尾
主
殿
助
可
申
候
。
か
し
ぐ
。

五
月
十
九
日

筑
前
光
高
脇
田
九
兵
衛
殿

中
村
惣
右
衛
門
殿

＊

＊

右
御
書
頂
戴
仕
ト
イ
ヘ
圧
、
予
存
ル
通
有
之
二
付
而
、
今
枝
民
部
方
マ
テ
以
書

付
申
上
。家

伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二 御

判

大
坂
表
之
事
ナ
ト
、
乙
類
「
大
坂
表
之
事
ハ
た
と
」
。
②
「
表
」
な
し
。
光
高
公
御
直
二
被

仰
聞
候
、
乙
類
な
し
。

寛
永
廿
年
、
③
「
ィ
光
高
公
御
代
」
と
傍
書
（
朱
）
。
御
小
姓
頭
二
、
乙
類
「
御
小
性
頭
」
。

神
尾
主
殿
助
、
②
「
神
尾
主
殿
」
。
③
④
「
神
尾
主
殿
殿
」
。
⑤
「
神
尾
主
殿
殿
」
に
つ
く

り
二
番
目
の
「
殿
」
の
左
に
「
上
」
と
傍
書
。
光
高
公
、
②
「
光
高
卿
」
。
⑤
「
公
」
を
見

消
し
と
し
「
卿
」
と
傍
書
。

前
田
出
雲
守
卜
、
乙
類
「
前
田
出
雲
守
」
。
ソ
レ
カ
シ
、
乙
類
「
某
」
。

御
小
姓
頭
二
、
乙
類
「
御
小
性
頭
」
。

思
寄
事
、
乙
類
「
思
召
寄
事
」
。

神
尾
主
殿
助
、
乙
類
「
神
尾
主
殿
」
。

有
之
二
付
而
、
乙
類
「
有
之
二
付
」
。
以
書
付
、
乙
類
「
書
付
を
以
」
。

不
行
歩
二
付
、
乙
類
「
不
行
歩
」
。
誓
紙
を
以
、
乙
類
「
誓
紙
」
。

唯
今
、
乙
類
「
只
今
」
。

今
ほ
と
ま
し
て
、
乙
類
「
今
程
さ
し
て
」
。

存
不
申
候
、
乙
類
「
不
存
候
」
。
年
罷
寄
、
乙
類
「
年
寄
」
。

迷
惑
、
乙
類
「
迷
惑
二
」
。

終
二
、
③
④
⑤
「
終
」
。

私
叶
、
乙
類
「
私
二
叶
」
。

覚
悟
、
乙
類
「
覚
悟
一
ご
。

一
一
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猶
以
御
内
状
井
御
書
付
之
儀
、
此
度
か
な
め
二
候
間
、
梛
次
而
二
緋
披

＊

見
二
可
入
由
、
被
仰
越
候
。
一
世
之
御
申
分
、
今
な
ら
て
ハ
懸
御
目
申

＊

ま
し
き
と
御
認
御
は
し
か
に
二
候
。
御
小
姓
頭
之
事
、
人
持
中
に
も
其

＊

＊
＊

器
用
多
無
之
な
と
、
随
分
被
思
召
寄
候
虚
、
此
度
御
書
付
郡
た
の
ル
ー

＊

存
候
得
共
、
事
之
外
之
御
存
分
、
我
等
か
、
ゑ
も
又
御
つ
り
も
請
可
申

か
と
千
万
不
可
然
候
へ
共
、
入
御
披
見
申
候
。
御
書
付
入
御
披
見
、
被

思
召
相
違
、
御
き
も
つ
ふ
し
八
騨
二
相
見
江
申
候
。
以
上
。

＊

今
度
、
伊
藤
宇
右
衛
門
御
知
行
被
仰
付
、
爲
御
礼
参
上
、
御
便
状
到
来
。
具

前
可
然
様
奉
頼
候
。
以
上
。

＊民
部
返
書

＊

中
納
言
様
重
而
御
吟
味
之
刻
、
最
前
私
並
結
句
上
め
の
御
加
増
脚
下
者
二
茂

越
、
過
分
之
御
加
増
拝
領
仕
、
物
頭
被
仰
付
、
外
聞
実
儀
恭
冥
加
至
極
、
難

有
奉
存
候
へ
共
、
眼
か
す
ミ
筋
氣
御
座
候
故
、
御
近
習
御
奉
公
御
断
申
上
、

＊

御
役
人
二
罷
成
申
候
。
唯
今
早
速
御
請
申
上
候
儀
、
連
々
た
ま
り
申
候
様
二

＊

中
納
言
様
思
召
之
処
も
難
斗
、
渉
惑
二
奉
存
候
。
其
上
御
代
々
諸
侍
、
年

＊

頭
之
御
礼
等
を
も
、
人
持
之
次
二
御
鉄
砲
頭
申
上
、
其
上
い
つ
れ
の
組
頭
ら

＊御
鉄
砲
頭
ハ
自
然
之
時
も
御
先
手
江
加
リ
申
候
二
付
而
、
諸
辛
侍
望
申
処
規

模
之
御
役
二
御
座
候
而
、
諸
〕
事
お
と
な
し
く
御
代
々
成
来
候
。
ケ
様
之
儀

＊

＊

心
中
乍
存
、
恭
と
迄
申
上
所
存
、
表
裏
御
座
候
ヘ
ハ
、
結
句
御
う
し
ろ
く
ら

き
儀
と
奉
存
候
間
、
乍
恐
恥
此
二
候
。
尤
御
帰
城
待
付
可
申
上
儀
二
御
座

候
得
共
、
私
老
後
露
命
難
斗
、
餘
之
儀
替
候
条
、
先
貴
殿
迄
申
入
候
。
右
之

趣
表
向
ら
被
立
御
耳
儀
者
、
御
訴
訟
か
ま
し
く
候
間
、
御
内
々
を
以
、
御

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
一
）

六
月
六
日
今
枝
民
部
殿

脇
田
九
兵
衛

民
部
返
書
、
乙
類
「
民
部
返
状
」
。

御
次
而
二
、
③
「
御
次
二
而
」
。
御
被
見
二
、
乙
類
「
御
被
見
」
。

懸
御
目
、
乙
類
「
掛
御
目
」
。

は
し
か
き
二
、
乙
類
「
は
し
書
に
」
。

多
無
之
、
③
嗣
童
⑤
「
多
無
候
」
。
思
召
寄
、
乙
類
「
思
召
」
。
候
虚
、
乙
類
「
候
処
（
所
）

二
」
。
さ
た
の
、
④
「
さ
の
」
。
外
二
存
候
、
乙
類
「
外
存
候
」
。

か
ら
ゑ
も
、
乙
類
「
か
た
へ
も
」
。

躰
二
、
③
④
⑤
「
躰
」
。

具
、
②
「
具
二
」
。

唯
今
、
乙
類
「
只
今
」
。

思
召
之
処
も
、
乙
類
「
思
召
も
」
。
迷
惑
二
、
乙
類
「
迷
惑
」
。
其
上
、
乙
類
な
し
。

御
鉄
砲
頭
ハ
、
乙
類
「
御
鉄
砲
ハ
」
。

侍
望
申
処
規
模
之
御
役
二
御
座
候
而
、
諸
、
底
本
に
欠
落
、
乙
類
を
以
て
補
う
。

ケ
様
、
乙
類
「
か
様
」
。

黍
と
迄
、
②
「
恭
旨
」
。
③
「
恭
と
」
。
④
⑤
「
恭
迄
」
。

如
此
二
、
乙
類
「
如
此
」
。

上
め
の
、
乙
類
「
上
目
之
」
。
③
⑤
「
上
」
に
「
ウ
ハ
」
と
傍
書
。
被
下
者
、
乙
類
「
被
下

候
者
」
。

一
一
一
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令
拝
見
候
。

＊

一
今
度
、
貴
殿
御
小
姓
頭
被
仰
付
御
行
當
之
由
、
帥
外
聞
班
重
二
候
へ
共
、
如

＊

＊

＊

仰
御
年
被
寄
、
御
近
習
御
役
御
迷
惑
た
る
へ
き
と
何
茂
御
噂
申
御
事
候
へ
き
。

一
度
中
納
言
様
御
赦
免
被
成
、
御
國
之
御
用
被
仰
付
候
処
二
、
御
眼
か
す
み

御
筋
氣
、
彼
是
公
界
向
御
奉
公
難
成
、
第
一
中
納
言
様
江
御
奉
公
御
断
御
申

上
、
安
々
と
御
請
も
御
前
如
何
可
被
思
召
候
哉
。
右
方
御
た
ま
り
二
成
候
而

一
入
御
迷
惑
之
由
、
此
殿
御
尤
二
候
。
連
々
乍
存
其
段
申
上
候
事
不
成
物
と

＊

＊

御
推
量
之
由
、
併
貴
殿
被
思
召
と
ハ
御
前
御
意
之
通
、
各
別
の
事
候
故
、

＊

一
玉
井
藤
左
衛
門
・
山
森
吉
兵
衛
、
御
馬
廻
組
頭
被
仰
付
、
貴
殿
御
小
姓
頭
、

結
句
雨
人
ら
劣
申
由
、
御
書
中
二
候
。
御
前
二
被
思
召
候
と
ハ
、
天
地
相
違

之
所
、
不
及
是
非
候
。
中
納
言
様
六
年
以
前
二
御
隠
居
被
遊
候
節
方
、
御

＊

小
姓
頭
之
儀
、
津
田
源
右
衛
門
病
者
二
罷
成
候
。
松
平
采
女
儀
ハ
伯
耆
守
孫

故
、
被
仰
付
候
へ
共
、
其
器
量
無
之
、
誰
二
而
茂
御
指
替
有
度
と
の
御
父

＊
＊

子
様
御
内
談
度
々
と
相
聞
申
候
。
御
家
中
大
勢
之
御
人
持
二
候
へ
共
、
其
仁

無
之
、
御
延
引
被
成
候
。
御
馬
廻
綴
頭
二
被
仰
付
候
衆
な
と
ニ
ハ
、
中
Ｉ
、

可
被
仰
付
躰
二
而
無
之
と
相
聞
へ
候
。
御
小
性
頭
始
而
被
仰
付
候
ハ
丹
羽
織

臨
二
而
茂
、
大
正
寺
二
て
手
二
合
、
大
坂
岡
山
二
而
鄭
分
御
加
増
被
下
候
。

立
口

＊
＊

其
以
後
安
彦
左
馬
、
葛
巻
隼
人
、
杉
江
兵
助
、
津
田
源
右
衛
門
、
何
も
歴
々

二
て
候
。
御
加
増
も
そ
れ
Ｉ
、
二
被
仰
付
候
。
近
年
中
納
言
様
御
代
二
、

＊

ケ
様
之
仁
御
馬
廻
紳
頭
ニ
ハ
不
被
仰
付
候
歎
と
存
候
。
併
貴
殿
思
召
ら
色
々

被
仰
立
候
上
ハ
、
御
別
紙
御
状
井
御
書
付
其
ま
、
可
致
披
露
と
存
候
へ
共
、

＊

此
分
二
而
ハ
相
手
も
出
来
、
又
第
一
御
前
向
不
可
然
候
歎
と
存
候
故
、
御
同

名
小
平
殿
・
中
村
六
之
丞
を
我
等
所
江
呼
、
一
談
合
い
た
し
、
櫛
氣
二
入
伸

＊

御
推
量
之
由
、
併
貴
殿
瞳

弥
と
か
く
愚
意
二
不
及
候
。

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

行
當
、
乙
類
「
行
當
リ
」
。
御
外
聞
、
乙
類
「
外
聞
」
。
珍
重
二
、
乙
類
「
珍
重
」
。
如
仰
、

乙
類
な
し
。

た
る
へ
き
と
、
乙
類
「
可
為
と
」
。
候
へ
き
、
乙
類
「
候
得
共
」
。

被
思
召
と
ハ
、
乙
類
「
被
思
と
ハ
」
。
事
、
乙
類
「
事
二
」
。

度
々
と
、
乙
類
「
度
々
」
。
相
聞
、
乙
類
「
相
聞
得
」
。

津
田
源
右
衛
門
、
乙
類
・
「
津
田
源
右
衛
門
義
（
儀
）
ハ
」
。

組
頭
二
、
乙
類
「
組
頭
」
。

御
馬
廻
組
頭
、
乙
類
「
御
馬
廻
頭
」
。

組
頭
ニ
ハ
不
被
仰
付
候
歎
乙
類
「
組
頭
二
被
仰
付
候
欺
」
。
思
召
６
．
乙
類
「
思
召
寄
」
。

其
以
後
、
乙
類
「
其
後
」
。
安
彦
左
馬
、
乙
類
「
安
彦
左
馬
助
」
。

不
可
然
候
嗽
乙
類
「
不
可
然
」
。

六
之
丞
、
乙
類
「
六
丞
」
。
御
気
二
入
、
③
④
⑤
「
御
気
入
」
。
候
間
敷
、
乙
類
「
間
敷
」
。

二
而
茂
、
乙
類
「
二
而
候
」
。
其
分
、
乙
類
「
其
時
分
」
。

一
一
一
一
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御
被
見
候
。
右
御
書
付
を
ハ
拙
子
二
御

入
候
。
恐
惇
謹
言
。
＊六
月
十
九
日

脇
田
九
兵
衛
様

留
而
可
及
緋
断
ち
且
ハ
恐
多
に
よ
り
、
一

一
昨
年
九
月
、
江
戸
江
被
召
寄
、
翌
年
“

＊
シ
ラ
カ
＊

御
白
髪
可
上
之
旨
、
御
内
意
ニ
テ
、
正

＊

一
御
父
子
様
連
々
被
思
召
候
者
、
御
代
々
御
小
姓
中
御
用
二
立
候
者
、
數
多
有

之
候
。
自
然
之
時
、
難
所
江
者
御
自
身
御
手
向
可
被
成
候
。
其
時
分
第
一
御

＊

小
姓
を
以
、
御
勝
利
た
る
へ
く
候
。
其
頭
た
る
へ
き
も
の
人
勢
内
二
茂
誰
二

＊

而
可
有
之
歎
と
數
年
御
父
子
様
御
吟
味
と
相
聞
申
候
。
鮮
所
二
、
御
馬
廻
組

＊

＊

頭
ら
劣
候
と
の
御
存
分
、
我
等
共
初
合
点
不
参
候
。
定
而
御
思
案
た
る
へ
き

と
ハ
存
候
得
共
、
天
地
相
違
之
夢
二
候
。

，
＊

一
御
眼
か
す
み
御
年
被
寄
、
江
戸
辺
御
供
等
難
成
、
第
一
先
年
中
納
言
様
江

＊

＊
＊
＊

御
断
之
筋
目
相
違
之
御
断
迄
ハ
尤
候
。
然
共
、
餘
り
其
分
二
被
仰
立
候
ヘ
ハ

御
奉
公
人
作
法
も
如
何
可
有
之
哉
と
、
此
段
も
難
斗
、
少
御
存
分
之
通
を
茂

＊

害
加
申
候
ヘ
キ
。
認
替
候
下
書
、
小
平
殿
占
可
被
進
之
由
二
候
間
、
可
被
遂

御
被
見
候
。
右
御
書
付
を
ハ
拙
子
二
緋
預
置
二
候
。
鼻
二
小
平
殿
方
可
被
申

用
二
茂
組
中
裁
許
難
成
事
二
候
間
、

内
意
二
而
恥
之
外
御
氣
二
不
入
候
。

間
敷
候
へ
共
、
御
書
付
引
直
、
大
形
御
存
分
之
躰
二
識
直
、
弊
よ
り
の
筆
跡

二
榊
平
殿
へ
能
被
似
〔
候
故
、
調
さ
せ
〕
一
昨
日
御
前
江
蛙
申
、
眺
之
外

＊

牌
召
二
榊
違
化
合
二
候
。
中
納
言
様
も
此
役
儀
被
仰
付
候
ハ
ゞ
、
恭
仕
合
二

可
存
之
由
、
御
意
二
候
・
筑
前
様
も
過
分
之
規
模
と
思
召
寄
外
聞
妾
被

仰
付
傍
虚
二
、
其
身
藤
様
二
存
候
ヘ
ハ
、
諸
事
不
祥
二
可
存
候
。
自
然
之
御

＊

用
二
茂
組
中
裁
許
難
成
事
二
候
間
、
御
指
替
可
被
成
と
被
思
召
候
旨
、
御

家
伝
Ｉ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

御
小
將
頭
御
請
申
上
。

犬
千
代
様
御
三
歳
二
被
爲
成
候
間
、＊

正
保
二
年
正
月
廿
一
日
、
御
守
殿
二
之

御
報

今
枝
民
部
直
恒

二白同達
之髪年而
間、、可
、③③、

嘉豊7嘉
司可正一、

二志保奉
ノら元而
間かヒー不
L-OL-oとL－．

重薑謡
之朱6
旨、－5，
、乙

乙類
類司
司御
可断
上義
一／~、

日儀L－

oご

③。
-刊

イ

之
L－

と

傍
書
へ

朱
O

ー

候
ヘ
キ
、
乙
類
「
候
キ
」
。

御
預
置
二
候
、
②
「
御
預
被
置
」
。
③
④
⑤
「
御
預
置
」
。
具
二
、
③
④
⑤
「
具
」
。

六
月
十
九
日
、
乙
類
「
六
月
廿
九
日
」
。

相
聞
申
候
、
②
④
⑤
「
相
聞
へ
候
」
。
③
「
相
聞
候
」
。
然
所
二
、
乙
類
「
然
処
（
所
）
」
。

初
、
乙
類
「
始
」
。
た
る
へ
き
と
ハ
、
乙
類
「
た
る
へ
き
と
」
。

事
二
候
、
乙
類
「
事
」
。

難
成
、
乙
類
「
難
被
成
」
。

御
断
迄
ハ
、
乙
類
「
御
断
迄
」
。
尤
候
、
乙
類
「
尤
二
候
」
。
然
共
、
乙
類
「
然
と
も
」
。

餘
り
、
乙
類
「
餘
」
。

候
者
、
③
「
候
二
」
。
御
用
二
、
乙
類
「
御
用
」
。

た
る
へ
く
、
乙
類
「
可
為
」
。
多
内
二
、
②
「
多
キ
内
二
」
。

認
直
、
乙
類
「
認
直
し
」
。
其
よ
り
、
乙
類
「
夫
よ
り
」
。

小
平
殿
へ
、
乙
類
「
小
平
殿
」
。
候
故
、
調
さ
せ
、
底
本
欠
文
、
乙
類
に
よ
り
補
う
。
上
申
、

乙
類
「
上
申
候
」
。
以
之
外
、
乙
類
「
以
之
外
二
」
。

思
召
二
、
乙
類
「
思
召
」
。
相
違
、
乙
類
「
相
違
之
」
。
仕
合
二
、
乙
類
「
仕
合
」
。

候
虚
二
、
④
「
候
所
」
。
左
様
ニ
、
乙
類
「
取
様
一
一
」
。

思
召
候
旨
、
乙
類
「
思
召
之
旨
」
。

以
之
外
、
乙
類
「
以
之
外
二
」
。

一

四
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＊

置

間
光
高
公
御
前
ニ
テ
御
髪
■
御
、
ン
ラ
カ
上
ル
。
犬
千
代
様
ョ
リ
康
光
御
脇

指
、
光
高
公
ョ
リ
黄
金
・
御
小
袖
、
鄭
共
方
江
銀
子
、
大
姫
君
様
ョ
リ
女
共

＊

方
江
銀
子
・
御
小
袖
、
何
茂
塀
原
次
左
衛
門
井
御
局
ヲ
以
、
過
分
二
拝
領
仕
。

＊
祝
ヵ

千
時
御
悦
儀
上
句
ヲ
奉
ル
。

＊

＊

い
た
、
く
や
千
年
始
乃
霜
の
松
直
賢

＊

＊

＊

見
と
り
も
春
に
な
ひ
く
呉
竹
光
高
公

＊

長
閑
な
る
池
乃
岩
ほ
に
鶴
の
居
て
光
高
公

一
犬
千
代
様
御
髪
置
之
儀
式
大
樹
家
光
公
達
上
聞
、
何
者
上
候
哉
卜
御
尋

二
依
テ
、
某
名
被
聞
召
上
、
夫
婦
子
孫
繁
昌
ノ
者
、
其
上
大
坂
表
ノ
武
功
モ

＊

＊

＊

＊

被
聞
召
上
旨
光
高
公
御
直
二
被
仰
聞
候
。
奥
方
ョ
リ
ハ
御
局
ヲ
以
、
是
又

被
仰
聞
候
。
其
比
此
沙
汰
江
戸
御
園
鋪
中
井
鈴
澤
ニ
モ
少
々
可
有
傳
聞
候
。

＊

＊
頓
力
＊

一
悲
哉
、
同
年
四
月
五
日
光
高
公
ト
ミ
ニ
御
カ
ク
レ
、
其
程
ノ
次
第
難
尽
筆

＊

＊

紙
。
予
跡
ナ
、
ン
ミ
ニ
不
堪
、
當
座
二
上
句
ヲ
設
ケ
百
餉
燭
吟
。

＊

＊

花
は
ち
り
て
日
々
に
な
け
き
の
茂
り
哉
直
賢

＊

＊
＊
＊
＊

三
回
忌
十
百
駒
ヲ
ヅ
、
リ
影
前
二
備
奉
ル
。

＊

＊

花
ハ
あ
た
の
た
と
へ
有
け
り
去
年
乃
夢
直
賢

＊
ふ
力

と
ふ
跡
の
花
や
け
り
ぬ
る
軒
の
艸

＊

花
に
ち
る
下
に
か
く
る
、
袖
乃
露

い
か
に
し
て
い
か
に
卯
月
の
ほ
と
、
き
す

＊

＊
本
ノ
マ
、

ま
ほ
ろ
し
の
傳
や
か
た
へ
り
郭
公

し
と
ふ
な
よ
月
の
都
を
本
津
人

か
た
よ
ら
ぬ
影
や
最
中
の
秋
乃
月

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

光
高
公
、
②
「
光
高
卿
」
。

光
高
公
、
②
「
光
高
卿
」
。
女
共
方
、
乙
類
「
女
方
」
。
③
「
ィ
共
」
と
傍
書
（
朱
）
。

塚
原
次
左
衛
門
、
乙
類
「
塚
原
治
左
衛
門
」
。
③
「
原
」
の
右
に
「
本
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。

御
悦
儀
、
乙
類
「
御
祝
儀
（
義
）
」
。

い
た
，
く
、
②
「
戴
く
」
。
霜
の
松
、
②
④
「
松
の
雪
」
。
③
本
文
「
松
の
霜
」
頭
註
「
松

の
霜
ィ
に
霜
の
ま
つ
」
（
朱
）
。
⑤
「
松
の
霜
」
。
③
本
文
お
よ
び
⑤
の
「
霜
」
に
は
「
ユ
キ
」

と
ル
ビ
。

見
と
り
、
②
「
み
と
り
」
。
呉
竹
、
③
④
⑤
「
く
れ
竹
」
。
光
高
公
、
②
「
光
高
卿
」
。

光
高
公
、
乙
類
「
同
」
。

被
聞
召
上
旨
、
③
「
被
聞
召
上
而
」
に
つ
く
り
「
而
」
に
「
ィ
旨
」
と
傍
書
（
朱
）
。
④
「
被

聞
召
上
而
」
。
⑤
「
被
聞
召
上
而
」
に
つ
く
り
「
而
」
に
「
旨
」
と
傍
耆
。
光
高
公
、
②

「
光
高
卿
」
。
被
仰
聞
候
、
②
「
被
仰
聞
候
由
」
。
⑤
「
被
仰
聞
候
」
に
つ
く
り
「
由
」
と

傍
書
。
奥
方
ヨ
リ
ハ
、
乙
類
「
奥
方
よ
り
」
。
屋
舗
、
乙
類
「
屋
敷
」
。
金
澤
二
、
②
「
金

澤
江
」
。
③
「
金
澤
江
」
に
つ
く
り
「
イ
ニ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
④
⑤
「
金
澤
へ
」
。

光
高
公
、
②
「
光
高
卿
」
。
ト
ミ
ニ
、
②
「
頓
二
」
。
③
「
ト
ン
」
に
つ
く
り
「
イ
ミ
」
と

傍
書
（
朱
）
。
④
「
ト
ン
」
。
⑤
「
ト
ン
」
に
つ
く
り
「
ト
ミ
」
「
頓
」
と
傍
書
（
朱
）
。

御
カ
ク
レ
、
乙
類
「
御
隠
れ
」
。

カ
ナ
シ
ミ
ニ
、
乙
類
「
悲
二
」
。
設
ケ
、
乙
類
「
も
ふ
け
」
。
濁
吟
、
③
「
イ
ナ
・
ン
」
と
傍

書
（
朱
）
。

花
は
ち
り
て
、
③
こ
の
上
に
「
独
吟
」
と
小
書
（
朱
）
。
な
け
き
の
、
②
「
悲
き
の
」
。

一
回
忌
十
、
乙
類
「
一
回
忌
に
」
。
③
「
会
」
に
「
周
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
百
駒
③
④
⑤

「
百
韻
」
。
シ
、
リ
、
乙
類
「
つ
く
り
」
。
影
前
二
、
②
「
御
影
前
二
」
。
⑤
「
影
前
二
」

に
つ
く
り
「
御
」
と
傍
書
。
備
奉
ル
、
②
「
奉
備
」
。
③
「
備
奉
ル
」
に
つ
く
り
「
備
」
に

「
ィ
供
」
と
傍
書
。

花
ハ
あ
た
の
、
乙
類
、
以
下
の
句
の
頭
に
「
第
一
」
か
ら
「
第
十
」
ま
で
の
番
号
を
記
す
。

直
賢
、
②
な
し
。
け
り
ぬ
る
、
乙
類
「
ふ
り
ぬ
る
」
。
④
「
る
」
を
傍
書
。
か
く
る
ぅ
、
③

「
か
、
る
ゞ
」
に
つ
く
り
「
ィ
く
」
と
傍
書
（
朱
）
。
ま
ほ
ろ
し
の
、
⑤
「
ま
ほ
ろ
し
や
」
に

つ
く
り
「
や
」
に
「
の
」
と
傍
書
。
本
ノ
マ
、
、
乙
類
な
し
。

一

五
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山
の
端
の
心
あ
わ
せ
や
今
朝
の
月

＊

＊

淡
雪
乃
あ
わ
と
み
し
世
の
恨
哉

＊
＊

武
蔵
野
の
煙
く
ら
へ
や
雪
の
富
士

一
形
高
公
緋
逝
去
以
後
、
犬
千
代
様
御
幼
君
、
二
一
ケ
國
之
御
仕
置
立
帰
り
利

＊

＊
由
ヵ

常
卿
万
端
御
身
二
引
掛
、
無
間
断
被
仰
付
。
某
蔀
ヘ
ニ
越
、
別
而
恭
御
意
共

折
々
之
證
文
如
左
。
一
公
事
場
奉
行
被
仰
付
、
其
後
金
澤
町
奉
行
可
仕
由

＊

御
意
之
処
大
役
重
畳
、
難
勤
旨
達
而
御
断
申
上
ル
。
然
者
公
事
場
其
外
、
少

陶

々
御
用
共
可
爲
御
赦
免
、
御
小
姓
頭
井
町
奉
行
可
令
裁
許
由
、
重
而
被
仰
出
、

今
以
相
勤
。
利
常
卿
折
々
、
予
二
緋
懇
之
御
意
、
奉
書
ナ
ト
略
書
記
之
。

慶
安
年
中
、
小
松
葭
嶋
ニ
テ
御
茶
被
下
刻
、
當
座
、

＊

．
＊

＊

＊

月
『
ｏ
』
よ
し
嶋
ね
の
木
立
今
朝
乃
雪
〔
直
賢
〕

金
澤
江
罷
帰
以
後
、
小
松
ョ
リ
到
来
之
状
、

＊

御
別
紙
御
状
、
令
拝
見
候
。
今
度
者
御
仕
合
漁
所
残
珍
ロ
ー
存
候
。
貴
殿

＊

＊

寄
道
心
か
け
連
寄
か
う
し
や
之
由
、
被
聞
召
上
御
噂
之
由
、
古
左
近
・

齢
門
江
御
意
之
旨
二
候
。
就
其
御
墨
跡
を
も
俄
二
取
二
僻
遣
候
と
右
雨
人

＊
．

＊
御

物
語
二
候
。
扱
々
御
手
柄
部
道
之
冥
加
二
御
叶
候
と
申
事
二
候
。
將
又
上

＊

句
四
句
迄
調
可
進
之
旨
、
得
其
意
申
候
。
内
々
左
様
ニ
存
候
。
土
州
江
令

先
日
孝
治
之
第
三
仕
置
被
申
候
。

＊

一
時
雨
跡
に
深
山
の
里
と
ひ
て

４
“

物
語
二
候
。
扱
々
御
手
柄
寄
道
今

＊

句
四
句
迄
調
可
進
之
旨
、
得
宜
等

相
談
、
追
而
可
申
達
候
。
以
上
。

十
一
月
廿
日

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

又
一
通

＊

脇
九
兵
様
御
報

津
玄
蕃

葛
隼
人

孝
治

里
と
ひ
て
、
②
「
里
を
と
ひ
」
。
③
④
「
里
と
ひ
」
。
⑤
「
里
と
ひ
」
に
つ
く
り
「
を
」
と

傍
書
。

脇
九
兵
様
、
乙
類
「
脇
九
兵
衛
様
」
。

御
懇
之
、
‐
乙
類
「
御
懇
意
之
」
。
御
意
、
乙
類
「
御
意
之
趣
」
。

月
Ｏ
、
乙
類
「
月
夜
」
。
鴫
ね
、
②
「
嶋
根
」
。
雪
、
③
④
④
「
ゆ
き
」
。
直
賢
、
底
本
欠

落
、
乙
類
に
よ
り
補
、
７
。

今
度
者
、
乙
類
「
今
度
」
。
恭
所
残
、
乙
類
「
無
残
所
（
虚
）
」
。

珍
ロ
二
、
乙
類
「
珍
重
」
。

心
か
け
、
乙
類
「
心
懸
」
。
か
う
し
や
、
乙
類
「
巧
者
」
。

左
門
、
②
「
品
左
門
」
。
⑤
「
左
門
」
に
つ
く
り
「
品
」
と
傍
書
。
御
墨
跡
、
④
「
墨
跡
」
。

被
遣
候
と
、
②
「
被
遣
候
由
」
。
③
「
被
遣
候
」
。
④
⑤
「
被
遣
候
由
」
。
但
し
⑤
は
「
由
」

を
傍
書
。

寄
道
之
、
乙
類
「
寄
道
」
。
御
上
句
、
乙
類
「
御
」
を
大
書
。

四
句
迄
、
②
「
四
句
目
迄
」
。
③
④
⑤
「
四
句
目
ま
て
」
。

無
間
断
、
乙
類
「
日
夜
無
間
」
。
古
ヘ
ニ
越
、
乙
類
「
儀
右
之
趣
」
。

公
事
場
其
外
、
乙
類
「
公
事
」
。

み
し
、
乙
類
「
見
し
」
。
恨
哉
、
乙
類
「
う
ら
ミ
哉
」
。

煙
、
②
「
烟
り
」
。
③
④
⑤
「
け
ふ
り
」
。
く
ら
へ
や
、
②
「
く
ら
へ
の
」
。
③
「
く
ら
へ
」

に
つ
く
り
「
ィ
や
」
と
傍
書
（
朱
）
。
④
⑤
「
く
ら
へ
」
に
つ
く
り
「
の
歎
」
と
傍
書
（
朱
）
。

光
高
公
、
②
「
光
高
卿
」
。
御
逝
去
、
③
「
御
遊
去
」
。
立
帰
り
、
乙
類
「
立
帰
」
。

一
一
ハ



172

葭
鳴
二
お
ゐ
て

＊

＊

岩
に
た
に
心
有
け
り
雪
の
庭
明
宣

一
市
川
長
左
衛
門
御
茶
被
下
候
瑚
、
仕
合
之
様
子
、
脇
九
兵
江
物
語
仕
候
。
夢

之
外
緋
感
二
御
座
候
。

＊

一
脇
田
九
兵
衛
御
茶
被
下
候
節
、
九
兵
衛
連
歌
よ
く
仕
候
。
あ
れ
ほ
と
仕
も
の

＊

な
く
候
。
只
之
も
の
二
て
ハ
無
之
由
、
品
川
左
門
江
被
伽
聞
候
旨
、
古
左
近

＊

＊

＊

方
被
申
聞
候
。
九
兵
衛
葭
嶋
二
而
發
句
、
定
而
御
聞
可
被
成
候
。
自
是
書
付

＊

＊

不
進
之
候
。
右
上
句
左
近
書
写
被
申
候
間
、
御
詠
覧
二
入
可
申
と
存
、
定
家

小
色
紙
俄
御
掛
被
成
候
義
、
加
兵
衛
二
御
見
セ
可
被
成
た
め
二
僻
爲
掛
由
、

＊
＊

是
又
左
近
被
申
聞
候
。
寄
道
に
も
何
茂
冥
加
二
叶
た
る
仕
合
と
申
儀
二
候
。

餘
無
比
類
故
、
爲
御
知
如
此
二
候
。
以
上
。

＊十
一
月
廿
日

津
田
玄
蕃

＊

今
枝
弥
平
次
様

＊

＊

承
應
元
年
ノ
正
月
、
小
松
可
令
参
賀
卜
存
候
処
、

＊

年
頭
爲
御
礼
、
御
手
前
此
地
江
可
被
罷
越
之
旨
、
相
立
御
耳
。
寒
氣
之

節
候
之
条
、
罷
越
儀
必
無
用
二
候
・
此
地
江
参
候
即
前
被
思
召
候
間
、
緩

＊

＊

々
と
可
有
養
生
之
旨
、
被
仰
出
候
。
尤
可
恭
御
仕
合
候
。
恐
々
謹
言
。

正
月
十
三
日

津
田
玄
蕃

脇
田
九
兵
衛
殿

御
餌
柄
之
雲
雀
十
五
、
雨
人
江
被
遣
候
。
各
病
者
老
人
之
事
二
候
間
、
雲

＊

雀
給
見
被
申
候
ハ
、
、
能
可
有
之
と
被
思
召
、
氣
分
二
能
覚
被
申
候
ハ
、

＊

＊

お
ひ
ｊ
、
雲
雀
可
被
下
候
間
、
料
理
仕
、
其
上
二
而
心
持
能
候
ハ
、
、
拙

子
方
迄
様
子
可
被
申
越
之
旨
、
御
意
二
候
。
誹
二
恭
御
懇
之
御
仕
合
二
候
。

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
一
）

予
病
氣
養
生
之
刻
、

有
け
り
、
乙
類
「
あ
り
け
り
」
。
明
宣
、
乙
類
「
明
定
」
。

物
語
仕
候
、
乙
類
「
物
語
仕
」
。
事
之
外
、
②
「
事
ノ
外
」
。
③
④
「
事
外
」
。
⑤
「
事
外
」

に
つ
く
り
「
ノ
」
と
傍
書
。
御
感
二
、
乙
類
「
御
感
二
（
に
）
而
」
。

連
歌
よ
く
、
乙
類
「
連
歌
能
」
。

な
く
候
、
乙
類
「
な
ら
ハ
」
。
只
之
も
の
、
乙
類
「
只
の
者
」
。
仰
聞
候
旨
、
乙
類
「
仰
聞

旨
」
。
左
近
方
、
乙
類
「
左
近
方
よ
り
（
方
）
」
。

書
付
不
進
之
候
、
乙
類
「
書
付
進
之
候
」
。

被
申
候
間
、
乙
類
「
被
申
候
之
間
」
。
存
、
乙
類
「
存
候
」
。

小
色
紙
、
②
「
小
式
紙
」
。
③
「
小
紙
」
。
④
⑤
「
小
紙
」
に
つ
く
り
、
「
式
欺
」
と
傍
書

（
⑤
は
朱
）
。
俄
、
乙
類
「
俄
に
」
。
九
兵
衛
二
、
乙
類
「
九
兵
衛
へ
」
。
被
為
掛
由
、
乙
類

「
被
為
懸
」
。

十
一
月
廿
日
、
乙
類
「
十
一
月
」
。

弥
平
次
、
③
④
⑤
「
弥
五
次
」
に
つ
く
り
「
按
平
ノ
枇
力
」
と
傍
書
。

元
年
ノ
正
月
、
乙
類
「
元
年
正
月
」
。
存
候
処
、
乙
類
「
存
候
虚
（
所
）
二
」
。

寒
気
之
節
、
乙
類
「
寒
気
之
節
一
盲
。

同
前
、
乙
類
「
同
前
二
」
。

養
生
、
④
「
保
養
」
。
仕
合
候
、
乙
類
「
仕
合
二
候
」
。

誠被被
二下思
、候召
③間、

豊さ嘉
司類司
誠司被
し。被思
下召
候候
L一L－
O◎

拙
子

乙

類
司

拙
者
L－

O

一

七
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明
暦
年
中
二
、

黒
坂
吉
左
衛
門
殿

御
雨
人
御
飛
札
入
御
披
見
申
候
。
先
日
被
遣
候
雲
雀
、
被
下
見
被
申
候
処
、

＊

＊

持
病
之
心
持
能
覚
被
申
旨
、
事
之
外
御
機
嫌
能
御
座
候
。
雲
雀
態
あ
ハ
さ

せ
遣
可
申
旨
、
重
而
被
仰
出
、
則
八
シ
進
之
申
候
。
誠
以
恭
御
意
二
御

座
候
。
重
而
爲
御
礼
状
を
茂
越
申
事
無
用
と
被
仰
出
候
。
拙
子
心
得
二

＊

而
営
候
躰
二
可
仕
と
の
御
事
御
座
候
。
其
御
心
得
尤
二
候
。
越
中
江
雲
雀

＊
＊

＊

麿
被
遣
候
間
、
其
節
者
沢
山
二
可
被
遣
候
。
其
時
者
い
か
ほ
と
も
御
礼
二

＊

飛
脚
を
茂
被
指
上
尤
二
候
。
雌
度
者
必
々
無
用
御
座
候
。
中
ｌ
、
御
機
嫌

＊

之
事
ハ
筆
紙
二
不
被
申
候
。
誠
二
冥
加
二
御
叶
候
侍
二
御
座
候
。
恐
慢
謹

恐
惇
謹
言
。

二
一
口
。

＊

先
日
御
用
之
儀
二
付
、
切
々
小
松
江
往
来
苦
身
二
被
思
召
候
。
年
被
寄

＊

＊

御
家
中
之
か
さ
り
に
も
候
之
間
、
常
々
養
生
息
災
二
可
有
之
旨
、
御
懇
之

＊

＊

＊

御
意
候
。
漸
さ
む
く
成
候
条
、
可
有
惹
之
由
被
仰
出
、
御
小
袖
一
シ
被

遣
候
。
頂
戴
尤
二
候
。
御
礼
此
地
江
被
致
祠
候
事
、
必
無
用
之
旨
、
堅
可

＊

申
遣
由
、
被
仰
出
候
間
、
可
被
得
其
意
候
。
恐
惇
謹
言
。

九
月
七
日

津
田
玄
蕃

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

六
月
十
五
日

脇
田
九
兵
衛
殿

六
月
十
九
日

脇
田
九
兵
衛
様

黒
坂
吉
左
衛
門
様

九
月
七
日
脇
田
九
兵
衛
殿

竹
田
市
三
郎

竹
田
市
三
郎

遣
候
躰
、
乙
類
「
遣
躰
」
。
御
事
、
②
「
御
事
二
」
。
御
座
候
、
乙
類
「
御
座
候
間
」
。

御
心
得
、
乙
類
「
御
意
得
」
。

其
節
者
、
乙
類
「
其
節
」
。
其
時
者
い
か
ほ
と
も
、
乙
類
「
其
時
ハ
い
か
程
も
」
。

御
機
嫌
能
、
乙
類
「
御
機
嫌
二
」
。
態
、
乙
類
「
態
々
」
。

此
度
者
、
乙
類
「
此
度
ハ
」
。

恐
慢
謹
言
、
乙
類
「
恐
々
謹
言
」
。

年
被
寄
、
②
「
年
を
寄
」
。

候
之
間
、
③
「
候
間
」
。
御
懇
之
、
③
傍
書
。

御
意
候
、
③
④
⑤
「
御
意
二
候
」
。
漸
さ
む
く
、
乙
類
「
漸
々
さ
む
く
」
．
成
候
条
、
乙
類

「
成
り
候
条
」
。

恐
憧
謹
言
、
乙
類
「
恐
々
謹
言
」
。

一

八
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一
明
暦
三
年
ノ
蟇
、
江
戸
天
守
臺
御
普
請
、

＊

之
鯲
承
、
某
儀
數
年
利
常
卿
御
芳
情
恭
不

申
、
無
役
人
ナ
カ
ラ
御
奉
公
二
僻
間
、
餘
〈

名
残
二
候
条
、
役
人
並
二
被
仰
付
候
様
三

旨
利
常
卿
御
意
之
趣
、
今
枝
民
部
内
状
。

左
衛
門
方
方
被
相
届
、
令
拝
見
候
。

一
来
年
御
殿
守
臺
御
普
請
、
加
賀
様
江
就
被
仰
出
、
静
様
之
儀
無
役
二
候
得

共
、
緋
代
初
而
之
御
普
請
、
其
上
、
御
老
後
行
衛
な
か
く
御
奉
公
之
望
も

無
之
候
間
、
此
度
御
家
中
並
二
御
普
請
役
被
相
勤
、
又
此
地
江
御
越
御
屋

敷
之
御
番
二
而
茂
御
勤
有
度
由
、
御
書
中
之
通
委
細
承
届
、
一
段
尤
可
然

存
に
付
而
、
翌
朝
御
紙
面
之
通
、
具
品
川
左
門
江
致
物
語
、
御
書
付
渡
置

申
候
。
一
今
夕
能
次
而
有
之
、
御
書
付
入
御
披
見
候
処
、
奇
特
之
被
申

上
一
段
尤
思
召
候
。
望
之
儀
二
候
条
、
半
役
可
被
相
勤
旨
、
被
仰
出
候
。

御
前
之
首
尾
無
残
所
、
御
手
柄
と
存
候
。
役
入
之
儀
並
茂
可
有
之
間
、

＊
＊

＊

追
而
其
地
一
幸
一
人
衆
迄
可
申
入
候
。
此
地
被
召
寄
儀
ハ
有
間
舗
候
。
一
三
日

＊

＊

中
清
左
衛
門
可
被
罷
帰
候
。
其
節
委
細
可
申
達
候
。
右
之
様
子
無
心
許
候

＊

ハ
ん
と
、
先
一
日
も
は
や
く
御
吉
左
右
申
入
度
、
便
宜
も
不
存
候
へ
共
、

此
状
調
置
申
候
。
平
丞
殿
へ
も
御
心
得
頼
入
存
候
。

＊
＊

一
貴
様
よ
り
先
、
金
沢
頭
衆
之
内
一
人
、
来
年
御
役
望
之
書
付
、
品
川
左
門

迄
参
、
立
御
耳
恥
由
二
候
。
二
番
目
二
候
得
共
、
餘
り
間
茂
無
之
軸
二
、

左
様
之
沙
汰
御
聞
二
而
御
申
上
と
ハ
不
被
思
召
躰
二
候
。
淫
〈
殿
御
氣
遣

＊

先
月
廿
一家

伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

所
候
間
、
可
御
心
易
候
．

日
御
書
付
井
御
状
三
通
、

占
被
相
届
、
令
拝
見
候
。

猶
以
御
訴
訟
一
段
首
尾
能
相
調
、
於
拙
子
大
慶
仕
候
。
首
尾
無
残

＊

所
候
間
、
可
御
心
易
候
。
以
上
。

＊

日
御
書
付
井
御
状
三
通
、
一
昨
十
一
日
之
御
夜
詰
過
、
水
原
情

江
戸
天
守
臺
御
普
請
、
紳
利
公
江
御
頼
被
成
旨
、
上
意

＊

＊

‐
利
常
卿
御
芳
情
恭
不
淺
綱
利
公
御
代
御
普
請
始
ト

ラ
御
奉
公
二
僻
間
、
餘
命
モ
不
存
候
条
、
此
度
御
奉
公
ノ

人
並
二
被
仰
付
候
様
ニ
ト
望
申
候
虚
、
奇
特
二
申
上
ル

綱
利
公
、
②
「
綱
利
卿
」
。

趣
承
、
②
「
趣
承
り
」
。
利
常
卿
、
④
「
利
常
公
」
。
綱
利
公
、
②
「
綱
利
卿
之
」
。

候
間
、
乙
類
「
候
条
間
」
。

責
様
之
、
⑤
「
之
」
を
傍
書
。

御
代
初
、
乙
類
「
御
代
始
」
。

可
御
心
易
、
乙
類
「
可
被
御
心
易
」
。

廿
一
日
、
乙
類
「
廿
一
日
之
」
。
御
夜
詰
過
、
乙
類
「
御
夜
詰
過
二
」
。

三
人
衆
迄
、
②
「
三
人
衆
ま
て
」
。
此
地
乙
類
「
此
地
へ
（
江
）
」
。
召
寄
儀
、
乙
類
「
召

寄
候
儀
」
。
有
間
舗
候
、
乙
類
欠
文
。

可
被
罷
帰
候
、
乙
類
「
罷
帰
」
。
無
心
許
、
乙
類
「
無
心
元
」
。

は
や
く
、
乙
類
「
早
く
」
。

先
、
乙
類
「
先
二
」
。
金
沢
頭
衆
、
乙
類
「
金
沢
衆
」
。

申
由
二
候
、
乙
類
「
申
候
由
」
。
中
二
、
乙
類
「
中
々
」
。

其
段
、
乙
類
「
此
段
」
。

一

九
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＊
頓
力

一
利
常
卿
、
万
治
元
年
十
月
十
二
日
挑
暁
ニ
ト
ミ
ニ
身
マ
カ
リ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
。

事
不
及
是
非
次
第
也
。
某
、
漸
利
常
卿
御
前
モ
熟
候
間
、
隠
居
之
御
断
可

＊

＊

申
上
卜
頼
ミ
ム
ナ
シ
ク
、
御
幼
君
御
十
六
歳
、
愚
七
十
五
、
残
命
露
ノ
消
ヲ

待
耳
。

＊

＊

一
金
澤
於
宝
圓
寺
微
妙
院
殿
御
作
善
被
執
行
。
予
、
悲
嘆
ノ
コ
・
ロ
サ
シ
百

＊

句
ヲ
ツ
ラ
ネ
牌
前
二
納
奉
ル
。

御
用
意
彼
是
以
之
外
取
込
續
兼
、
難
義
仕
候
。

一
時
分
柄
寒
氣
甚
候
得
共
中
納
言
様
御
持
病
さ
し
て
御
痛
茂
無
御
座
、
御

＊

＊

膳
無
御
滞
被
召
上
候
条
、
可
御
心
易
候
。
加
賀
様
御
機
嫌
よ
く
事
之
外
御

＊

＊

成
仁
、
今
程
切
々
御
客
な
と
も
有
之
、
御
用
ハ
日
々
二
動
り
一
入
骨
折
申

候
。
此
状
茂
辮
時
分
二
紳
調
申
候
。
委
細
追
而
可
申
達
候
。
恐
惇
謹
言
。

十
一
月
十
三
日

今
技
民
部

脇
田
九
兵
衛
様
御
報

＊

改
年
之
御
慶
目
出
申
納
候
。
先
以
此
方
替
儀
無
之
、
雨
殿
様
御
機
嫌
能

＊

被
成
御
座
候
。
然
者
先
月
四
日
之
御
状
、
令
拝
見
候
。
當
年
御
普
請
役
御

＊

望
二
付
而
、
今
民
部
殿
迄
委
細
御
申
入
之
通
、
立
御
耳
、
半
役
可
被
相

勤
之
旨
、
被
仰
出
、
恭
思
召
之
由
、
尤
二
存
候
。
御
懇
之
御
意
共
、

珍
重
存
候
。
御
感
熱
之
預
御
札
却
而
痛
入
存
候
。
其
地
別
条
無
御
座
、
貴

＊

＊

様
御
堅
固
之
旨
、
目
出
度
存
候
。
猶
永
日
万
喜
可
申
入
候
。
恐
惇
謹
言
。

正
月
三
日
品
川
左
門

御
用
意
彼
是
以
之
外
取
込
續
兼
、

有
間
敷
候
。
一
御
紙
面
之
通
、
鄭
左
門
江
申
達
候
間
、
可
易
御
心
候
。
御

＊

＊

息
災
と
相
見
へ
、
御
書
面
跡
々
二
無
替
儀
、
先
々
目
出
度
存
候
。
御
普
請

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

品
川
左
門
状

脇
田
九
兵
衛
様
御
報

被
執
行
、
乙
類
「
を
執
行
る
」
。
③
「
を
」
に
「
ィ
御
」
、
「
る
」
に
「
イ
ナ
シ
」
と
傍
書

（
朱
）
。
．
、
ロ
サ
シ
、
乙
類
「
志
さ
し
」
。

牌
前
、
乙
類
「
御
牌
前
」
。

ト
ミ
ニ
、
②
本
文
「
頓
二
」
に
つ
く
る
。
③
④
⑤
は
「
頓
ヵ
」
の
傍
書
な
し
。

御
札
、
乙
類
「
御
礼
」
。
其
地
、
乙
類
「
其
御
地
」
。

恐
慢
謹
言
、
乙
類
「
恐
々
謹
言
」
。

目
出
、
乙
類
「
目
出
度
」
。

御
状
、
④
「
御
状
御
状
」
。

委
細
、
乙
類
「
委
曲
」
。

さ
し
て
、
乙
類
「
指
而
」
。
無
御
座
、
乙
類
「
無
御
座
候
」
。

御
機
嫌
よ
く
、
乙
類
「
御
機
嫌
能
」
。

切
々
、
乙
類
な
し
。
な
と
も
、
乙
類
「
杯
も
」
。
重
り
、
乙
類
「
か
さ
な
り
」
。
鶏
時
分
二
、

②
「
鶏
鳴
時
分
」
。
③
④
「
鶏
時
分
」
。
⑤
「
鶏
時
分
」
に
つ
く
り
「
鳴
歎
」
と
傍
書
。

漸
、
乙
類
「
漸
二
」
。

ム
ナ
シ
ク
、
乙
類
「
空
敷
」
。
露
ノ
消
ヲ
、
②
「
露
之
消
ル
を
」
。
③
④
⑤
「
露
之
消
を
」
。

具
、
乙
類
「
具
一
ご
。
可
易
御
心
、
乙
類
「
可
御
心
易
」
。

相
見
へ
、
③
④
⑤
「
相
見
」
。
無
替
儀
、
乙
類
「
無
相
替
儀
（
義
）
」
。

二

○
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＊

袖
に
見
よ
、
う
き
世
は
北
の
片
時
雨
直
堅

＊

十
二
月
十
日
、
御
遺
骨
高
野
御
登
山
見
送
奉
リ
テ
、

＊

＊

帰
山
何
そ
ハ
終
に
雪
乃
道
直
堅

愁
涙
難
止
。

一
万
治
二
年
春
、
微
妙
院
殿
爲
御
遺
物
、
金
銀
井
御
道
具
ナ
ト
、
小
松
人

＊

持
物
頭
、
其
外
御
近
習
之
面
々
、
諸
奉
行
等
人
々
品
ニ
ョ
リ
拝
領
、
高
下
有

＊

＊

＊

之
。
金
澤
ニ
オ
イ
テ
ハ
御
一
門
御
老
中
金
銀
御
道
具
拝
領
也
。
御
小
將
頭
・

＊

＊

＊

御
馬
廻
組
頭
、
黄
金
五
枚
宛
、
予
モ
令
拝
領
也
。
御
鉄
砲
頭
以
下
物
頭
分
、

＊

黄
金
三
枚
戴
枚
多
少
有
之
。

＊

右
ハ
綱
利
公
御
下
知
如
件
。

＊

一
同
年
七
月
一
一
百
、
奥
村
因
幡
・
津
田
玄
蕃
ヲ
以
被
仰
出
、
予
御
代
々
御

奉
公
申
、
年
モ
寄
候
間
、
隠
居
仕
、
安
樂
二
可
罷
有
旨
、
恭
御
意
二
而
、

＊

嫡
子
恥
丞
二
千
石
之
御
一
行
被
下
、
隠
居
料
三
百
石
拝
領
、
重
塁
難
有
仕
合
、

＊

＊

年
来
之
望
相
達
、
則
法
躰
ト
ナ
リ
、
名
ノ
ミ
ム
カ
シ
ニ
カ
ヘ
リ
如
鉄
卜
改
メ
、

＊

＊

叩
卜
幽
居
、
薪
尽
ナ
ン
タ
ヲ
マ
チ
侍
ル
。

＊

＊

＊

＊

予
、
家
業
作
文
タ
リ
ト
イ
ヘ
圧
、
ヲ
ノ
ッ
カ
ラ
和
國
ノ
風
ニ
ナ
ラ
ヒ
、
寄
道

執
心
ス
。

源
氏
物
語
相
傳
之
事

一
華
堂
乗
阿
如
見

＊

古
田
織
部
織
公
ハ
西
三
条
三
光
院
殿
江

＊

＊

源
氏
執
心
一
部
之
功
詑
。
錐
然
如
見

＊

一
華
堂
傳
授
之
趣
、
講
鐸
可
申

所
望
ニ
ョ
リ
度
々
涛
申
内
二
、
酢
殿

＊之
御
聞
書
井
口
決
、
不
残
岬
見
江

＊

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

直
堅
、
乙
類
「
直
賢
」
。

送
奉
リ
テ
、
乙
類
「
送
り
奉
り
て
」
。

帰
山
何
、
③
本
文
「
帰
山
河
」
に
つ
く
り
、
「
河
ィ
’
一
何
二
作
ル
」
と
頭
註
（
朱
）
。
ま
た
、

「
帰
」
に
「
ィ
る
」
と
傍
書
（
朱
）
。
直
堅
、
乙
類
「
直
賢
」
。

人
々
、
乙
類
「
人
の
」
。

金
澤
ニ
オ
イ
テ
、
乙
類
「
於
金
澤
」
。
御
老
中
、
乙
類
「
御
家
老
中
」
。
拝
領
也
、
②
「
拝

領
な
り
」
。

馬
廻
組
頭
、
乙
類
「
馬
廻
頭
」
。
黄
金
、
乙
類
な
し
。
但
し
②
「
黄
金
嗽
」
⑤
「
黄
金
」
と

傍
書
。
御
鉄
砲
頭
、
乙
類
「
御
鉄
砲
」
。
但
し
③
「
ィ
頭
」
と
傍
書
（
朱
）
。

試
枚
、
②
な
し
。
多
少
有
之
、
②
「
多
少
可
有
之
」
。

綱
利
公
、
②
「
綱
利
卿
」
。

御
奉
公
申
、
②
「
御
奉
公
申
上
」
。
③
本
文
「
御
奉
公
申
」
に
つ
く
り
「
ィ
上
」
と
傍
書

（
朱
）
。
⑤
「
ィ
上
」
と
傍
書
。
可
罷
有
旨
、
乙
類
「
可
罷
在
旨
」
。

平
丞
二
、
②
「
平
丞
江
」
。

法
躰
乙
類
「
法
禮
」
。
ム
カ
シ
ニ
カ
ヘ
リ
、
乙
類
「
む
か
し
に
か
へ
り
て
」
。

靭
ト
幽
居
、
乙
類
「
馴
之
幽
居
」
。
但
し
③
「
イ
ト
」
と
傍
書
（
朱
）
。
タ
ヲ
マ
チ
侍
ル
、
②

④
「
事
を
待
侍
る
」
。
③
「
た
を
待
侍
る
」
。
⑤
本
文
「
た
を
待
侍
る
」
に
つ
く
り
「
た
」

を
見
消
し
に
し
て
「
事
」
と
傍
書
。

家
業
作
文
、
乙
類
「
家
業
ハ
作
文
」
。
ヲ
ノ
ッ
カ
ラ
、
②
「
自
か
ら
」
。
③
④
⑤
「
自
ら
」
。

ナ
ラ
ヒ
、
乙
類
「
習
ひ
」
。
害
道
執
心
ス
、
②
「
歌
道
に
熱
す
」
。
③
④
⑤
「
歌
道
熱
す
」
。

但
し
③
「
ィ
執
心
」
と
傍
書
（
朱
）
。

古
田
織
部
織
公
ハ
、
乙
類
「
古
田
織
部
公
ハ
」
。
三
光
院
殿
江
、
乙
類
「
三
光
院
殿
」
。

如
見
、
③
④
⑤
「
如
元
」
。
但
し
③
「
ィ
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
⑤
「
元
」
を
見
消
し
に
し
て

「
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
一
華
堂
、
乙
類
「
一
花
堂
」
。
所
望
ニ
ョ
リ
、
③
④
「
所
望
」
。
但

し
③
「
’
一
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
讃
申
内
二
、
③
「
讃
」
に
「
ィ
講
」
と
傍
書
（
朱
）
。
西
殿
、

乙
類
「
両
殿
」
。
但
し
③
「
ィ
西
」
と
傍
書
（
朱
）
。
御
聞
書
、
乙
類
「
御
用
書
」
。
但
し
③

「
ィ
聞
」
と
傍
書
（
朱
）
。
如
見
、
③
④
⑤
「
如
元
」
。
但
し
③
「
見
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
⑤

「
元
」
を
見
消
し
に
し
て
「
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。

■■■■■■■■■■

一

一
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物
語
也
。

芳
春
院
殿

直
賢
脇
田
九
兵
衛

＊

＊

如
見
居
士
者
、
薩
州
住
人
、
爲
遊
客
寄
道
一
篇
二
詠
深
。
住
宅
ヲ
不
求
、
國

＊

＊

＊

々
流
浪
シ
テ
所
々
ニ
ヲ
イ
テ
人
々
ノ
シ
タ
シ
ミ
不
淺
。
．
、
ロ
ハ
セ
風
流
二

＊

〆
、
無
欲
ノ
人
是
ヲ
感
ス
ル
而
巳
。
一
ト
セ
芳
春
院
殿
、
自
江
戸
加
州
江

＊

＊

＊

被
爲
入
候
折
節
、
如
見
ヲ
御
誘
引
有
テ
、
加
越
之
連
野
師
圧
、
此
流
ヲ
汲
輩

＊

＊

＊

＊

ア
マ
タ
ナ
リ
。
サ
ハ
イ
ヘ
ト
切
紙
傳
授
ノ
人
ハ
、
予
一
人
ト
オ
ホ
エ
候
。
其

＊

＊

＊

＊
＊

後
、
利
常
卿
ノ
室
号
天
徳
院
殿
御
扶
持
人
ト
ナ
リ
、
富
女
竹
号
岩
崎
ト
イ
フ
者
、

源
氏
相
傅
弟
子
二
被
成
、
數
年
金
澤
二
在
留
ス
。

古
今
傳
授
之
事

＊

＊

＊

宗
訊
堺
町
人
河
内
屋
宗
柳
嶋
田
屋

常
信
大
黒
是
常

＊
但
集
非
傳
授

石
野
和
泉
宗
訊
箱
傳

芳
春
院
殿
同
上

＊牡
丹
花

＊

＊

財
部
真
存
薩
州
住
人

麦
生
田
道
徹

＊

＊

財
部
以
貫
財
部
宗
佐
如
見

芳
春
院
殿

＊

直
賢
脇
田
九
兵
衛
山
田
仁
右
衛
門

今
技
民
部
直
友

奥
村
因
幡
和
豊

＊

＊

集
傳
授
之
事
、
宗
訊
聞
書
。
芳
春
院
殿
江
石
野
和
泉
ョ
リ
依
上
之
。
如
見

集
傳
授
、
元
祖
宗
訊
・
真
存
一
流
之
趣
、
芳
春
院
殿
被
二
聞
召
及
一
、
依
二

＊

＊
仰
力

御
懇
望
一
讃
申
虚
、
宗
訊
聞
書
如
レ
合
二
符
切
一
。
勿
論
彌
御
信
行
不
し
淺
。

＊

＊
＊

如
見
嫡
孫
、
山
田
仁
右
衛
門
依
若
輩
、
難
波
津
之
寄
ノ
使
有
ョ
シ
ニ
テ
、
予

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
二

如
見
居
士
者
、
乙
類
「
如
元
居
士
ハ
」
。
但
し
③
「
ィ
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
⑤
「
元
」
を
見

消
し
に
し
て
「
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
薩
州
住
人
、
②
⑤
「
薩
州
ノ
住
人
」
。
志
深
、
②
「
志

深
ク
」
。
ヲ
イ
テ
、
乙
類
「
於
テ
」
。
シ
タ
シ
ミ
、
乙
類
「
親
ミ
」
。
．
、
ロ
ハ
セ
、
③

「
ハ
」
に
濁
点
（
朱
）
。
一
ト
セ
、
③
「
ィ
年
」
と
傍
書
（
朱
）
。
如
見
ヲ
、
③
④
⑤
「
如
元
ヲ
」

但
し
③
「
ィ
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
⑤
「
元
」
を
見
消
し
に
し
て
「
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。

加
越
之
、
乙
類
「
加
越
能
」
。
但
し
③
「
の
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
圧
、
乙
類
「
共
」
。
ア
マ

タ
ナ
リ
、
乙
類
「
餘
多
ナ
リ
」
。
サ
ハ
イ
ヘ
ト
、
乙
類
「
幸
ト
」
。
傳
授
、
乙
類
「
傳
受
」
。

オ
ホ
ヱ
、
乙
類
「
覚
エ
（
へ
）
」
。
利
常
卿
ノ
室
、
②
「
利
常
卿
室
家
」
。
③
④
⑤
「
利
常
卿

室
」
。
但
し
③
「
ィ
之
」
と
傍
書
（
朱
）
。
号
天
徳
院
殿
、
乙
類
大
書
。
但
し
③
括
弧
で
囲
み

「
ィ
註
ナ
リ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
ナ
リ
、
乙
類
「
也
」
。
但
し
③
「
ィ
成
」
と
傍
書
（
朱
）
。
号

岩
崎
、
乙
類
大
書
。
但
し
③
括
弧
で
囲
み
「
ィ
註
ナ
リ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
ト
イ
フ
者
、
乙
類

「
ト
ィ
フ
モ
ノ
」
。
堺
町
人
河
内
屋
、
③
④
⑤
割
註
。
嶋
田
屋
、
②
④
⑤
「
島
田
屋
」
に
つ

く
り
「
常
信
」
に
付
す
（
④
⑤
右
傍
書
）
。
③
は
朱
線
を
も
っ
て
「
宗
柳
」
に
懸
く
。
大
黒
是

常
、
乙
類
な
し
。
但
し
③
は
朱
書
で
「
大
黒
是
常
ィ
」
と
補
う
。
但
集
非
傳
授
、
宗
訊
箱
傳
、

②
一
行
に
つ
く
る
。
③
「
集
非
」
に
「
烏
丸
」
と
傍
書
（
朱
）
し
、
「
箱
傳
」
に
「
授
」
を
付

記
（
朱
）
。
ま
た
「
箱
」
を
異
体
字
に
つ
く
り
、
「
箱
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
牡
丹
花
、
乙
類

「
石
野
和
泉
」
「
財
部
真
存
」
と
高
さ
を
揃
え
て
記
す
。
薩
州
住
人
、
③
④
⑤
大
書
、
但
し

③
括
弧
で
囲
み
「
ィ
註
」
と
傍
書
（
朱
）
。
麦
生
田
、
③
「
麦
」
を
異
体
字
に
つ
く
り
、
「
麦

ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
財
部
宗
佐
、
③
「
佐
」
に
「
作
ィ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
如
見
、
③
④
⑤

「
如
元
」
。
但
し
③
「
ィ
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
⑤
「
元
」
を
見
消
し
に
し
て
「
見
」
と
傍
書

（
朱
）
。
直
寳
、
③
④
⑤
は
「
芳
春
院
殿
」
の
左
脇
下
に
記
す
。
集
傳
授
之
事
、
宗
訊
聞
書
、

乙
類
こ
こ
で
改
行
し
、
二
字
下
げ
に
て
「
芳
春
院
殿
江
石
野
和
泉
ョ
リ
依
上
之
如
見
／
集
傳

授
、
元
祖
宗
訊
・
真
存
一
流
之
趣
」
と
二
行
に
続
け
、
「
芳
春
院
殿
」
で
ま
た
平
出
改
行
。

如
見
、
③
④
⑤
「
如
元
」
但
し
③
「
ィ
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
⑤
「
元
」
を
見
消
し
に
し
て

「
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
如
合
符
切
、
③
「
如
」
の
次
に
「
ィ
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
御
信
行
、

乙
類
「
御
深
仰
」
。
但
し
③
「
ィ
信
」
と
傍
書
（
朱
）
。
如
見
、
③
④
⑤
「
如
元
」
。
但
し
③

「
ィ
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
⑤
「
元
」
を
見
消
し
に
し
て
「
見
」
と
傍
書
（
朱
）
。
葛
ノ
使
、
乙

類
「
歌
使
」
。
但
し
③
「
歌
」
の
次
に
「
の
」
、
「
使
」
に
「
ィ
便
」
と
傍
書
（
朱
）
。
有
ョ

一
一
一
一
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＊

＊

二
被
預
、
彼
者
成
長
シ
テ
可
相
傳
仕
、
遺
言
箱
ヲ
開
申
折
節
、
直
友
執
心
不

淺
二
因
テ
同
聴
。
宗
訊
・
真
存
聞
書
之
箱
共
二
紳
利
公
之
緋
文
庫
二
有
。

牡
丹
花
嫡
流
無
疑
事
可
知
。
真
存
法
師
ハ
奇
人
也
。
夢
庵
江
脈
望
ノ
發
句
、

＊

＊

う
ぐ
ひ
す
も
梅
か
香
お
し
む
羽
風
哉
肖
柏

依
傳
聞
之
記
耳
。

＊

＊

＊

＊

右
如
見
法
師
モ
ト
ョ
リ
一
所
不
住
之
人
ニ
シ
テ
、
又
遊
客
ト
ナ
リ
京
都
ニ
ノ

ホ
リ
、
其
後
武
州
泌
戸
ニ
イ
タ
リ
、
後
藤
三
郎
蓉
二
身
マ
カ
リ
詑
。
千
時
七

＊

＊

十
五
歳
。
予
悼
之
、
＊
＊

＊

飛
螢
こ
ゑ
き
か
ぬ
玉
乃
行
衛
か
な
直
賢

＊

＊

＊

一
予
、
若
輩
ョ
リ
奉
公
ノ
品
々
ツ
ク
ノ
、
ト
ヵ
ソ
フ
レ
ハ
、
瑞
龍
院
様
御
代
、

二
一
箇
國
小
取
次
被
、
仰
付
、
某
ト
大
橋
左
内
宛
所
ノ
御
直
書
方
々
二
叩
有
之
。

＊

＊

微
妙
院
様
御
代
、
諸
代
官
手
前
残
金
奉
行
井
金
澤
惣
構
奉
行
、
御
納
戸
金

＊

＊

銀
奉
行
青
木
助
丞
雨
人
、
大
坂
表
御
穿
鑿
之
後
、
御
使
番
御
鉄
砲
拾
五
挺
御

金
御
用
如
前
々
。
其
後
江
戸
直
違
御
普
請
役
望
候
テ
、
御
金
奉
行
御
理
申
上
、

三
箇
國
御
代
産
前
御
吟
味
之
刻
、
又
御
用
被
仰
付
、
新
川
算
用
聞
前
田
刑

＊

郎
雨
人
、
右
吟
味
一
通
相
濟
候
テ
、
三
箇
國
御
算
用
奉
行
奥
村
源
左
衛
門
・

＊

宮
木
采
女
・
青
木
助
丞
・
某
四
人
、
御
家
中
侍
共
除
知
御
吟
味
被
仰
付
候

刻
、
御
算
用
之
上
二
奉
行
被
仰
付
、
津
田
源
右
衛
門
・
菊
池
大
學
・
青
山

御
赦
免
。

＊

＊

御
公
事
場
葛
巻
隼
人
・
奥
村
源
左
衛
門
・
菊
池
大
學
・
某
四
人
。
陽
廣
院
様

御
代
、
御
小
性
頭
津
田
源
右
衛
門
・
松
平
采
女
断
二
付
、
御
指
除
被
成
、
中

村
惣
右
衛
門
・
某
雨
人
、
森
権
太
夫
・
北
川
久
兵
衛
雨
人
二
御
加
被
成
候
。

＊

微
妙
院
様
ョ
リ
金
澤
町
奉
行
、
富
永
勘
解
由
左
衛
門
ト
某
雨
人
被
仰
付
候

刻
、
御
算
用
之
上
二
奉
行
被
仰
付
、

織
部
・
森
権
太
夫
・
中
村
惣
右
衛
門
、

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
一
）

相
奉
行
。

相
傳
仕
、
遺
言
、
乙
類
「
相
傳
、
任
遣
言
」
。
箱
ヲ
開
、
乙
類
「
箱
を
も
ひ
ら
き
」
。
綱
利

公
、
②
「
綱
利
卿
」
。
③
「
利
」
に
「
ィ
紀
」
と
傍
書
（
朱
）
。
御
文
庫
二
有
、
②
⑤
「
御
文

庫
二
有
之
」
。
所
望
ノ
、
乙
類
「
所
望
之
」
。

う
ぐ
ひ
す
も
、
乙
類
「
鶯
も
」
。
肖
柏
、
③
「
背
柏
」
に
つ
く
り
「
ィ
肖
」
と
傍
書
（
朱
）
。

モ
ト
ョ
リ
、
乙
類
「
基
よ
り
」
。
③
「
ィ
本
来
」
と
傍
書
（
朱
）
。
人
ニ
シ
テ
、
③
「
し
」
に

「
イ
ナ
シ
」
と
傍
書
（
朱
）
。
遊
客
ト
ナ
リ
、
乙
類
「
遊
客
と
成
て
」
。
ノ
ホ
リ
、
乙
類
「
登

り
」
。
江
戸
ニ
イ
タ
リ
、
乙
類
「
到
江
戸
」
。
後
藤
三
郎
、
乙
類
「
後
藤
少
三
郎
」
。
宅
二
、

乙
類
「
宅
に
て
終
に
」
。
予
悼
之
、
乙
類
な
し
。
但
し
③
朱
書
に
て
「
予
悼
之
ィ
」
と
補
う
。

螢
、
乙
類
「
ほ
た
る
」
。
こ
ゑ
、
②
「
聲
」
。
行
衛
か
な
、
乙
類
「
行
衛
哉
」
。

若
輩
⑤
「
若
輩
乃
」
に
つ
く
り
「
乃
」
を
見
消
し
と
す
。
奉
公
ノ
、
乙
類
「
奉
公
之
」
。

ツ
ク
ノ
、
卜
、
②
④
⑤
「
ツ
ク
ー
、
」
。

三
箇
國
、
乙
類
「
三
ケ
國
」
（
以
下
同
じ
）
。
大
橋
左
内
、
③
「
大
橋
左
門
」
。
⑤
「
大
橋
左

門
」
に
つ
く
り
「
門
」
を
見
消
し
に
し
て
「
内
」
と
傍
書
（
朱
）
。
可
有
之
、
③
④
⑤
「
可
在

之
」
。
御
代
、
乙
類
な
し
。
御
金
御
用
如
前
々
・
其
後
江
戸
直
違
、
乙
類
欠
文
。

シ
ニ
テ
、
②
「
有
之
由
二
而
」
。

御
算
用
奉
行
、
乙
類
「
御
算
用
場
奉
行
」
。
但
し
⑤
の
「
場
」
は
傍
書
。

除
知
、
⑤
「
除
地
」
に
つ
く
り
「
地
」
を
見
消
し
に
し
て
「
知
」
と
傍
書
。

仰
付
候
刻
、
乙
類
「
仰
付
、
則
」
。

御
公
事
場
、
乙
類
「
公
事
場
」
（
以
下
同
じ
）
。
葛
巻
隼
人
、
乙
類
「
葛
巻
隼
人
二
」
。

一
一
一
一
一
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筆
者森
田
庄
九
郎

昌
成
在
判

＊右
宝
暦
十
二
歳
次
壬
午
夏
五
月
旬
二
烏
嶌
之
畢
統
増
蹄
細
岻

邑
巷
軒
蒙
鳩
子
記
之

『
六
月
朔
日
校
合
朱
引
濟
』

＊

右
某
子
孫
末
々
に
な
り
、
如
何

も
し
此
筆
の
蹟
残
留
ら
は
、
心

万
治
三
年
正
月
吉
辰

脇
田
平
丞
殿

脇
田
小
平
殿

刻
、
御
公
事
場
除
知
御
用
御
断
申
上
、
御
赦
免
、
御
小
將
頭
如
前
々
。
此
外

＊

少
分
當
座
之
御
用
不
及
記
、
御
奉
公
之
品
々
御
代
苣
卜
人
持
ニ
ハ
不
成
、
乍

＊

去
、
頭
分
並
之
者
大
方
之
人
持
ョ
リ
御
賞
翫
之
事
、
無
其
隠
。
富
貴
者
天
命
。

家
伝
ｌ
金
（
脇
田
）
如
鉄
自
伝
Ｉ
（
笠
井
純
一
）

如
何
な
る
筋
の
玉
か
つ
ら
か
け
て
も
志
ら
ぬ
世
に
、

心
得
給
へ
あ
な
か
し
こ
・

脇
田
九
兵
衛
直
賢
入
道

墨
附
十
九
葉 ＊

如
鐡
在
判

右
宝
暦
十
一
一
歳
次
以
下
（
奥
書
）
、
乙
類
な
し
。
但
し
、
⑤
に
は
森
田
柿
園
の
朱
筆
で
、
次
の

奥
書
が
あ
る
。
「
右
本
紙
、
脇
田
氏
二
傳
来
也
。
脇
田
氏
本
家
ハ
元
祖
如
鐵
以
来
、
世
々
実

子
相
續
、
朝
鮮
種
ニ
テ
数
代
連
綿
ス
ト
云
々
」
。
ま
た
③
は
富
田
景
周
撰
「
脇
田
直
能
傳
」

お
よ
び
湯
浅
祇
庸
識
語
「
脇
田
略
系
譜
」
を
付
す
。

在
判
、
乙
類
「
判
」
（
以
下
同
じ
）
。

末
々
に
な
り
、
乙
類
「
末
々
に
成
」
。

御
用
不
及
記
、
御
奉
公
之
品
々
、
乙
類
欠
文
。

富
貴
者
、
乙
類
「
富
貴
ハ
」
。

二

四


